
胃 】 蹟 Ｆ

，

Ｅ

，
９ Ｌ ｆ こ § 〓 巨 器

，

自 詳 ” 旨 〓 日 営 Ｆ り ０ の ∽ 騒 事 Ｒ ”

峡 ８
，

』 ｇ 壺 目 る 日 ｓ ３ ぴ ０ け 巨 ヨ 曽 ３ ｏ い ” ヨ Ｌ ｐ

口̈ び 遡 δ δ́ Ｌ ｒ 一 由 ｕ Ｆ ● Ｑ ヨ ロ ニ ン ５ 」 び ｏ ｒ い ” ｏ ｏ Ｌ ‘ 中 ｙ 「 φ 。 い ∽ “ Ｑ Ｐ ” 】 ド ” ● 】 い
，

ヽ げ ｏ ｏ ● 暉 Ｌ ∽

貯 ∽ ¨ Φ ユ Φ 薔 品 ” 費 出 讐 σ ０ ｌ Ｆ ８
，

静 慇 け 口
，

げ ８ ■ ８ Ｐ 【 ｏ
，

日 Ｌ ８ 日 日 ヽ の Ｒ

，
ｏ

日 １ ９ ５ Ｆ^ “ 』 目 邑 Ｆ ´ 自 誅 ギ ュ ∽ ８ ● 降 〓 お 魚 器

，
ｏ Ｌ 野 臨 ュ ● ８ ０ Ｑ ヾ Ｒ ８ 日 Φ

２ ５ ９ ユ ー Ｒ 渉 浄 計 “ 讐 ご φ

ピ ギ 積 弩 蜜 Ｆ ∪ ８ ８ ■ φ 〓 ２ 日 〓 ” ξ ８ 目 日 ８ 〓 ご ゛ ぎヽ お ヽ ８ ぎ 円 “
，

諄

り ♂ 』 澪 Ｈ ” ε “ ” 彎 Ｆ げ ｒ 半 ” 一 】 ” ２ 、

ビ Ｆ ∪ ８ 日 ３ 】 ｏ づ Ｆ ｏ 鮎 多 」性 デ ｏ Ｆ ” 魚 ● ３ ・

”^ 僣 一 〓 い ｏ ・
） Ｈ ｏ 一 饉 ド Φ 魚 φ Ｆ ｙ 郎 】 フ ゛ ｐ Ｈ ｂ ● ” ｒ 鎮 二 ‘ 諄 げ ８ ● Ｆ ｏ Ｌ ｐ ” 晏 い ｏ デ Φ き ］ ヽ 日 ８

臓 事 ｏ Ｌ ミ

リ Ｐ ｒ 〕 Ｑ 日 ■ ｏ 一 日 ５
，

ω い ０ ” ● ９ 整 縄 ｒ

． Ｕ ｏ 只 卜 ■ 日 ヨ 賛 ド け ざ だ Ｒ ） １ ■ ｒ ｏ ｒ ” ｏ さ Ｐ Ｏ 口 〓 一 Ｒヽ ３
，

日 φ ュ 秒 』 ビ 遇 ” 由 ｏ 口 Ｊ ヽ

オ ご １ 営 一 さ ざ 目 日 ｐ 営 Ｌ ぎ ６ ８ ｏ す ＆ け １ ■ ０ ま 品 計 、

卓 諄 １ 器 Ｆ ュ Ｓ 疼 口 Ｒ ５ 龍 ｐ

． ■ Ｊ 日 輌 き 翼 く ８ 日 ‘ 件 ｒ § ♂ 〓 【 Ｐ ｒ 澤 ¨ φ ミ ｏ
，

障 Ｚ ＆ ８ 酪 ｏ 〓 げ 一 卜 ８ ご

” 讐 目 の 日 計 Ｒ Ｈ 賛 器 ♂ ― 日 ψ け ｏ 日

，

ｏ ８ 月
，

Ｒ ｕ 品 ｒ 妻

，

単 Ｆ ８ 口 ｏ
，

１ ●

９ Ｐ に Ｆ ● ｒ^ 颯 ビ Ｐ ” 色 Ｈ 臀 お ｍ Ｅ 卜 』 ｇ 員 一 ｏ し ｏ ｏ ● ５ も Ｈ おヽ ｐ ” 曇
，

■

，
φ ぃ ｏ 日 Ｅ 黙 Ｉ Ｆ ぼ 鴨 】 け ｏ “

■

，

き Ｌ 顧 ゛ ぎ ” 闘 ８ ９ 乱 諄 り Ｆ ぞ ピ 風 ¨ ビ ロ ＆ げ 序 領

，

単 ぎ げ ざ 一 路 ｏ

り Ｏ φ φ ｏ 曖 路 。 ● び ｏ 沖 肖 ｏ フ ロ Ｆ ｒ ” ｏ ｒ 椰 ” ｐ ” 口 魚 ｏ ９ ８ ５ ０ い ｒ 口 り ｏ ９ ２ ５ ● ゛ ∽ “ Ｅ Ｏ 一 ０ ぴ Φ 一． ● ュ 酔 ５

Ｆ Ｍ ８ 一辱 饉 る ｏ ● ュ Ｒ う ｏ 諄 １ ８ 電

ｄ^ く 口 ” け φ̈ ピ い ∽ 口 ” ● Ｈ Ｏ ■

”^ Ｆ Ｌ Φ Ч ．

Ｆ^ Ｆ Φ Ｂ 躍 ュ 路 Ｒ ３ Ｆ 性 ｏ ■

δ デ 」 Ｆ 性 ｐ 日 ヽ ８ 翼 ぎ げ Φ ∽ 饉 ⊆ 卜 Ｂ い 性 Φ 日 営 Ｒ 【 賛 器 け 蜃 ら ９ ♂ 饉 Ｒ い お

ド̈ ｏ “ ω
，
ｐ “ ” ｕ δ ” ” “

，
澤 κ 諄

，
い Ь ５ 絆 Ｆ Ｄ Ｐ ” 浄 肖 Ｏ Я 『 咀 町 〕 ∽ 一ヽ

ハ 回 び 翅 ● い ｏ や げ δ 翅 ● ｏ ” り 一 一 ” ぬ げ Ｑ ｃ 一 Ｆ Ｏ Ｅ ヽ ．

曰 呂 Ч （ Ｆ ヽ 再 ぞ ぽ ド い ｏ い ● ｏ Ｆ
¨ 【 ｏ づ ｒ ｏ “ 中 Ｌ Ｆ ｇ 凸 Ｆ ¨ Ｆ^ ９ ■ ｏ ” ● 送 Ｓ び ｏ り ｏ 止 Ｆ ｏ り ９ 日 ０ ゃ “ び ‘

日 〓 一 ｒ ８ １
，

諄 Ｈ 営 ■ 日 陸 Ｆ ” Ｒ Ｆ 日 罵 量 Ｆ ” ｏ Ｂ Ｒ 静 ｏ 日 、

． 日 の 」 Ｆ ” 一 ｒ 口 ｏ 一 ｏ の Ｐ 明 ｏ ビ ｐ い ｏ 一 」 匡 Ｂ 」” げ ５ 【 Ｃ Ｎ

思
  

ゝ
ミ

缶
燎

｀

じ ｏ Ｆ 買 一 口 ｏ ● ８ 樹 ｐ ぎ ■ Ｓ ● さ
，

こ Ｆ ８ 一 ｕ 鼻 許 げ お く 目 Ｆ ぞ

，
単 ｒ ｏ し と ま 議

ビ Ｐ 】 ｏ く ｏ 「́ 露 浄 ｒ ｏ い ｏ （ 務 Ｌ Ｆ 讐 ● ・ ” ● 魚 一澤 Ｘ ） 【 Φ い ｏ 【 ｏ ヽ ｏ Ｓ Ｅ ‘ ∽ 一 ‘ ■ 出 ゛ デ ビ Ｂ ¨ ” φ ∽ ｏ ｏ ● ” φ ぽ ０

● ０ 日 ｐ Ｏ り 、

由 器 ０ ８ ８ ｏ ” ９ ８ さ 月
，

単 ・ ぎ ‘ 営 贅 序 咀 ヽ ｒ Ｂ Ｑ ８ ・ ３ ｂ ‘ 日 ミ ８ ● ■ 序 日

♂ 啜 Ｌ ５ 日 り Ｌ く Φ ｐ ヨ ピ こ 】 づ ８ 軍 嗜 η ユ 目 げ Φ 諄 Ｌ ［ び ｏ 諄 ｏ Ｆ い Ｆ ” 紹 Ｂ 口 ” Ｈ ｏ ” ∽ Ｆ 肖 ュ の ｏ 日 ｏ

器 曽 く Ｒ ■ ■ し Ｆ ” 住 Ｑ 目 讐 昌 Ｆ 毯 ■
，

ｏ ｇ ａ Ｒ
，

ｏ Ｓ 暑 “

ピ ぞ （ げ 曽 三 δ “ い 単 庁 」 日 ９ Ｈ ● Ｑ 諄 臥 Ｌ で い Ｌ Ｓ Ｆ ” 魚 日 Ч ∽ ぽ 肖 Ｏ ｏ い ♂ ｏ
，
■ Ｊ げ 二 出 ヽ ｏ

● ０ 一 ■ ３ ８ ● 角 一 ０ ず ｏ
，
こ こ Ｆ ● ” ｏ ｘ オ ” ｏ 」 Ｂ Ｆ 巴 囀 い ｏ ｌ Ｊ ♂ ｏ 口 ” ヨ 風 ） 日 ” ● Ｆ ” ０ い ‘ δ

鴨 ０ １ ‥ む 貯 諄 Ｆ Ｒ ∽ Ｌ 願 ８ 讐 一 ８ 性 お ｏ Ｓ Ｉ Ｆ 旨 温 Ｒ Ｆ ３ ■ ● ぎ 営 ギ ¨

戯
，
∽ 只 渉 ｏ

，
り ｏ ｐ ” ョ ０ 日 賛 ｒ ｒ ” ∽ ● ３ ｏ い り

，
日 長 静 げ ０ ” 二 督 ざ ま 障 静 ｏ い ヽ

曰 ■ Ｈ 哺 計 Ｊ ｂ 〓 日 ‘ 諄 け Ｐ ＆ ８ ” ● 鮎 ８ 亀 暉 ・ ∪ す 性 ８ ■ Ｆ

，
ｒ ８ 日 ８ 日 ざ

」 口 ｏ ● ｏ 一 町 ｒ げ ｏ こ Ｒ Ｆ ｏ ｏ 魚 　ヽ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “

Ｆヽ げ 日 ０ お 諄 目 Ｈ ｏ ● 器 器 獣 ゛ 】 ３ ∽ 目 ｏ ・ 毯 ■ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

曰 諄 ８ 房 い 計 Ｈ 毯 員 辟 お Ｆ ｏ 」
，

９ そ 一 ｒ 詳 ヨ Ｆ 単 営 ｏ 諄 ３ ｒ ｒ Ｂ 諄 Ｆ ヨ ｏ 」 魚

び ｏ い Ｈ ｏ ● ｏ Ｒ 串 お 日 ・
∽ け ζ 層 Ｆ ” 日 筐 ユ ｒ 舞 ぞ Ｆ 賃 Ｖ ∽ 円 ２ ３ ８ 口 巳 員 ユ い ｏ 鴨 ざ Ｂ Φ 【 Φ ぞ

ｏ ● ｅ Ｆ ” 一 ” ｏ Ｒ ソ こ Ｐ す 澤̈ 再 貯 り ∞ ｏ ● ｏ 燿 ■ ゛ Ч ｏ Ｓ Ｆ う ｏ コ 一 汁 ｒ ５ Ч ヨヽ ２ Ｆ ５ ｏ け ｏ コ Ａ ｏ ● 東 ｗ ” ∽ ・ 【 ● ９ ｏ ｏ ●

さ ‘ 日 ｇ 諄 ８ Ｌ 】 汁 ■ 目 Ｆ ど Ｇ ８ 降 び ざ ど

，
８ ８ ユ 鼻 目 Ｆ Ｌ る “ Ｐ 員 モ

ピ Ｈ ” ８ ｏ さ ３ ８ 七 計 銹 ¨ ｏ 目 Φ ギ Ｈ 貯 喘 ８ Ｑ 〓 げ 』 け 騨 ）ヽ １ 自 ぎ お 囀 性 島 ざ

０ ８ ｂ “ 】 ω 巨 〓 １ 目 ８ 巳 ” 炒 ヨ Ｆ Ｂ ご 瑣 二 ８ ８ ω 胃 ｏ 目 日 Ｒ

・日 ヽ Ｆ 興 ■ ８ ８ ０ 諄

ぎ 匡 ∽ ロ ヨ 機 品 ■ 日
，

ｏ お Ｈ ぎ 多 ８ ８ ｏ Ｒ 夢 ０ 讐 Ｆ

，
８ 讐 Ｈ 日 鷹 〓 げ ヨ Ｆ ”

唆 ８ 魚 ● ｇ ｏ 」 口 い Ｈ 一 日 ｑ Ｆ 許 Ｈ ｏ ｒ Ｆ Ｓ 卜 　̈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

ぃ Ｈ 一 ｏ ■ Ｆ Φ ヽ ｏ Ｓ ヨ ユ ロ Ｏ ｏ ● ｏ ｏ Ｓ Ｏ Ｆ ｛ 浄 Ｆ ● ¨ ・ Ｈ ¨ Ｎ Ｎ ヽ い ｏ う ｏ 一 ” び ど ぴ ｏ 生 Ｏ Ｈ 一 Ｆ ” ● ハ Ｐ ５ ｏ Ｌ 屎 〕 【 ω ¨

” ● 魚 　 Ｈ 　 Ｐ Ｒ ″ 　 ∽ ‘ 」 ０ 　 ０ げ ０ 　 い の 　 ● ｏ け 　 げ Ｌ 馬 　 い ｏ 　 デ ” 口 ● ｏ ９ Ｂ ５ 　 ” ∽ 　 角 ” ● ｏ ） 口 ９ ５ 　 Ｆ̈ と 馬 　 の ｏ

唆 ８ キ ｒ ■ 日 ８ Ｅ お 魚 ” ∽ ］ そ Ｐ Ｐ Ｕ 口 ご Ｂ “ ２ ３ ュ 要 Ｊ あ Ｌ ユ ● ” ゛ ミ 串 る ｏ お お 電 日 ８ ヽ

ハ ♂ ｏ Ч ｒ ” お り ９ Ｒ ｘ 、 Ｌ Ｆ Ｈ ｐ ● Ｅ ■ Ｆ い ｏ 景 さ ｏ 口 巨
，
９ Ｒ Ｆ 串 る 日 ｉ 果 も Ｆ Φ ヽ げ ｏ ¨ ご デ ｏ 「 曽 ３ ● 目

Ｌ 辱 営 、 樹 ８ 轟 諄 匡 ８ ３ Ｆ 記 ■ ● ぴ ■ 目 Ｎ ミ Ｆ 器 い ｏ 日 ュ Ｌ 品 日 Ｒ Ｏ Ｒ Ｏ Ｌ 辞 ｐ ｏ Ｂ

串 ● ● デ ｏ Ｈ Ｒ ３ ９ φ ．

口 ら
，

Ｗ ｏ ● い ｏ 一 ｒ ｏ ■ ｏ ” ● 】 δ “ ” げ “ ω ｏ Ч ｏ 口 Ｌ Ｏ コ Ｒ Ｆ Ｑ Ｅ Ｆ Ｆ 『 ｏ ● い 椰 φ Ｃ ● Ｆ ” ヨ ‘ ｔ や “ ぴ ダ 静 ” だ ｏ

Ｐ 打 Ｆ げ 僣 Ｆ ” 日 ｏ ・ ぎ 二 ヽ お ８ ８ 遍 ” ∽ 〓 計 Ｅ ｃ Ｂ ８ ８ Ｈ お 乳

つ が
，
日 臼 諄 』 ８ 日 ｐ 日 Ｊ 貫 げ ” 卜 Ｈ Ｆ

，
お

，
｝ 鳥 浄 」 Ｈ ９ も ｏ ３ い Ｒ Ч Ｏ ミ ● Φ り お Ｐ 日 Ｆ ヽ ∞ 】 Φ

日 輌 色 年 中 げ 員 ｒ ・ Ｈ Ｆ ” δ́ ビ ０ 当 鮎 嗅 ） ｓ Ｂ ｏ Ｌ 野 ） ● 串 ５ 日 ｄ ュ ３ 」 ０ ９ あ 〓 σ Ｈ 笙 汁 首 汁 貯 あ ｏ

専 ８ ご 罵 弩 ｏ 粋 〕 Φ ” ∽ ｔ

館
  

ヽ
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≧^ Ｆ ｌ ● ３ ● ３ ｒ 費 ヨ ｔ Ｆ 路 Ｈ ８ 惨 ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｓ

∪^ ♯ ゛ Ｈ ぽ ｏ ● ｏ Ч ｏ Ｓ

，
邑 巨 喚 ＊ ｏ δ́ Ｈ 津 ¨ ２ ｐ ● Ｆ ｄ δ 一 ｏ い ｏ Φ 日 Ｒ Ｅ 輌 Ч ９ 晨 】 ∞ Ｈ ５

，

ハ 務 』 ｇ 餞 ・ 　 鎗

Ｏ ｒ ｏ ♯ ω ” ● 魚 ” ｕ お ” 」 ｏ ９ Ｅ ″ ① 中 ● 一 ｏ Ｌ 只 ψ ● ｏ Ｐ 叫 ｒ ぴ Ｏ ｄ け ゴ ８ 熱 、

Ｆ^ ヨ 由 ５ ｏ い ｏ “ ８ ぎ “ Ｐ Ｌ 一 ■ ｏ ● ■ β Ｓ Ｌ ８ 出
，

８ 日 ｐ ａ Ｈ £ Ｂ “ ヨ 自 ● ３ ユ 降 ゛ 燎

霊 日 、

ぃ ∪ ｏ も ｏ ● “ 〓 ぢ ● 詳 」 月 口 庁 腱 ■ 貯 洋 ４ Ｆ ド 串 お お

，
お 一 ■ Φ ● ご Ｌ ヨ ロ ニ φ い゙ 一 ｒ ８ Ｐ 肖 ヽ 　 ま

〓 Ｆ ∪ ｏ 】 日 ３ ■ ８ ８ ａ ● 曽 巳 諄 餞 Φ Ｒ Ｏ 日 鮮 も 翼 オ 」 賛 ｏ 器 Ｌ ｏ ビ 目 ８ Ｊ お ω ８ ６ ・

” ｐ ｐ 　 ｏ
，

も ■ Ｆ Ｏ ・ 　 」 Ｆ ” 一 　 Ｌ Ｉ Ψ 　 ｏ Ｘ も ｏ Ｌ δ ● Ｑ Ψ （■ 『 　 一 Ｆ 晏 ω ｏ ， ” ● ９ ， サ ミ ｏ い ご 　 く ｏ
，
い ｏ 　 一ｒ ” 魚 　 げ ｏ ｏ ●

Ｆ 豊 書 Ｒ ｏ ュ ざ 日 臓 ６ 〓 め ■ ５ ● 巳 Ｆ ３ 営 魚 ｒ ｏ 多 亀 ” ３ Φ ド 員 ヽ 日 す ● ■ 器 ｒ 称

贅 げ Ｌ け ざ ８ 春 【 侶 ・ ∽ ぎ ■ ３ ” ヨ ｏ 日 営 Ｒ 日 ０ 営 目 一計 む ご 塵 日 ” Ｆ 〓 ｏ

い 」 い 】 ＝ 口 ” 由 ｏ 口 ¨ ” ● “ ‘ い ｏ ｏ 」 癬 首 ● ハ わ 員 出 ） ｏ ド ン コ ゃ ５ ● 」 Ｆ ｏ コ ミ ” い ０ 日 ∽ ｏ ｏ ● 一 ｏ ● ８ 鮎 ヽ の ｒ ｏ い ど ２ Ｌ ｏ 魚

ず ８ ８ 属 ● ｏ ｌ ｏ ５ ・ ョ ８ げ ● ３ ８ Ｂ Ｒ Ｆ Ч Ｆ Ｆ ヨ ” ω ぎ ∞ ｇ Ｆ ８ “ ” 詰 Ｐ 一 ８ ｏ 日 翼 【 げ 摯

津 脇 ３
，
８ ヨ Ｘ 静 自 記 器 魚 ８ ■

，

静 ヨ Φ ＞ 屋 Ｆ Ｆ ｂ ■ ゛ Ｎ ミ ｂ ぶ Ｆ Ｒ ３ （ ０ 日 旨 ■ ｒ ｙ 〓 ド ¨ コ 電 く 弩 口 Ｃ Ｎ ８ い Ｓ ・

３ ８ １ ロ

９ ８

，

≦

曰 日 曜 ６ 日 の Ｒ ｒ ヨ 哩 ３ 日 ３ ８ ０ ● ヨ 出 一 ｏ 口 ｏ 口

，

ｏ ８ Ｒ Ｚ ３ Ｆ 驚 μ Ｓ Ｐ 】 Ｆ ユ 呂 一 ■ 鷺 一 　 』

Ｈ Φ 一 二 ヽ 口 ０ ● Ｆ 魚 ε ｏ い 】 ＝ ● ・ り 自 Ｆ ∽ Ｈ Ｗ ｗ ● 日 ｏ Ｌ ｏ も Ｆ
，

９ Ｆ ｒ ” Ｈ ● ” ● 日 Ｏ Ｈ ● に ■ Ｑ ■ ｏ ● Ｌ Ｅ Φ ∞ Ｏ ｏ 働 ヨ ユ ロ

Ｒ ソ ｒ ｐ 国 饉 降 ” ● ヽ り 自 ｏ い 国 Ｆ 性 ｏ ■ 〔 肖 邑 一 Ｆ ） 燎 し ■ 汁 ｏ 日 ０ 汐 ０ ヽ １ ” φ ♂ ‘ ● 魚 Ｓ ぴ ｏ

ビ ｐ パ^ 】 ｏ 「 μ 〓 ｏ ・ 　 ｍ 巌 Ｐ
，

」 Ｆ ｏ 一ヽ ９ 〓 』 一 ｍ Ｏ ■ 一」 一 ∽ 一 ｏ い ｏ 日 ５ さ ヨ λ 】 〓 浄 】 り ｏ Ｏ “ 貯 “ ｐ ∞ 一 ｏ ・　 ” ■́ 中 巴 Ｆ 望^ 『 げ ｏ 」 ｐ ∞

ぎ 許 ９ ” ８ ８ Ｆ 一 ＆ ■ い 手 き ｏ 日 ヨ 器 ９ ■ ８ ８ 魚 〓 １ 円 計

，
１ ｌ ｏ ε ８ ３ ・ ∪ Ч 旨 屋

鬱 計 ” 一 庁 鳳 ８ 口 ■ ” ∽ Ｈ ｏ ８ ォ ０ 鮎 ヨ ｉ ｒ 串 ５ ” 『 ｏ ” ８ ３ づ Ｈ Ｏ 一 望 ■ ９ ぴ 二 』 目 圏 ３ ２ ド 諄 目

８ ｌ ｐ 輛 ユ ぎ ８ ３ ８ Ｆ 貯 専 オ ８ 目 ｏ 詳 Ｒ ｏ さ 〓 ３ ヨ デ 鷺 ３ ヽ 繊 ｏ ■ ョ ” ｏ さ ●
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Chapter 18

Till Elizabeth entered the drawing-room at Netherfield, and looked in
vain for Mr. Wickham among the cluster of red coats there assembled, a
doubt of his being present had never occurred to her. The certainty of
meeting him had not been checked by any of those recollections that might
not unreasonably have alarmed her. She had dressed with more than usual
care, and prepared in the highest spirits for the conquest of all that
remained unsubdued of his heart, trusting that it was not more than might
be won in the course of the evening. But in an instant arose the dreadful
suspicion of his being purposely omitted for Mr. Darcy's pleasure in the
Bingleys' invitation to the officers; and though this was not exactly the
case, the absolute fact of his absence was pronounced by his friend Denny,
to whom Lydia eagerly applied, and who told them that Wickham had been
obliged to go to town on business the day before, and was not yet returned;
adding, with a significant smile, “ I do not imagine his business would
have called him away just now, if he had not wanted to avoid a certain
gentleman here. ”

This part of his intelligence, though unheard by Lydia, was caught by
Elizabeth, and, as it assured her that Darcy was not less answerable for
Wickham's absence than if her first surmise had been just, every feeling of
displeasure against the former was so sharpened by immediate
disappointment, that she could hardly reply with tolerable civility to the
polite inquiries which he directly afterwards approached to make.
Attendance, forbearance, patience with Darcy, was injury to Wickham. She
was resolved against any sort of conversation with him, and turned away
with a degree of ill-humour which she could not wholly surmount even in
speaking to Mr. Bingley, whose blind partiality provoked her.

But Elizabeth was not formed for ill-humour; and though every
prospect of her own was destroyed for the evening, it could not dwell long
on her spirits; and having told all her griefs to Charlotte Lucas, whom she
had not seen for a week, she was soon able to make a voluntary transition
to the oddities of her cousin, and to point him out to her particular notice.
The first two dances, however, brought a return of distress; they were
dances of mortification. Mr. Collins, awkward and solemn, apologising
instead of attending, and often moving wrong without being aware of it,
gave her all the shame and misery which a disagreeable partner for a
couple of dances can give. The moment of her release from him was
ecstasy.

She danced next with an officer, and had the refreshment of talking of

Wickham, and of hearing that he was universally liked. When those dances
were over, she returned to Charlotte Lucas, and was in conversation with
her, when she found herself suddenly addressed by Mr. Darcy who took her
so much by surprise in his application for her hand, that, without knowing
what she did, she accepted him. He walked away again immediately, and
she was left to fret over her own want of presence of mind; Charlotte tried
to console her:
"I dare say you will find him very agreeable."
"Heaven forbid! That would be the greatest misfortune of all! To find a
man agreeable whom one is determined to hate! Do not wish me such an
evil."

When the dancing recommenced, however, and Darcy approached to
claim her hand, Charlotte could not help cautioning her in a whisper, not to
be a simpleton, and allow her fancy for Wickham to make her appear
unpleasant in the eyes of a man ten times his consequence. Elizabeth made
no answer, and took her place in the set, amazed at the dignity to which
she was arrived in being allowed to stand opposite to Mr. Darcy, and
reading in her neighbours' looks, their equal amazement in beholding it.
They stood for some time without speaking a word; and she began to
imagine that their silence was to last through the two dances, and at first
was resolved not to break it; till suddenly fancying that it would be the
greater punishment to her partner to oblige him to talk, she made some
slight observation on the dance. He replied, and was again silent. After a
pause of some minutes, she addressed him a second time with:—"It is your
turn to say something now, Mr. Darcy. I talked about the dance, and you
ought to make some sort of remark on the size of the room, or the number
of couples."

He smiled, and assured her that whatever she wished him to say should
be said.
"Very well. That reply will do for the present. Perhaps by and by I may
observe that private balls are much pleasanter than public ones. But now
we may be silent."
"Do you talk by rule, then, while you are dancing?"
"Sometimes. One must speak a little, you know. It would look odd to be
entirely silent for half an hour together; and yet for the advantage of some,
conversation ought to be so arranged, as that they may have the trouble of
saying as little as possible."
"Are you consulting your own feelings in the present case, or do you
imagine that you are gratifying mine?"
"Both," replied Elizabeth archly; "for I have always seen a great similarity
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in the turn of our minds. We are each of an unsocial, taciturn disposition,
unwilling to speak, unless we expect to say something that will amaze the
whole room, and be handed down to posterity with all the eclat of a
proverb."
"This is no very striking resemblance of your own character, I am sure,"
said he. "How near it may be to mine, I cannot pretend to say. You think it
a faithful portrait undoubtedly."
"I must not decide on my own performance."
He made no answer, and they were again silent till they had gone down the
dance, when he asked her if she and her sisters did not very often walk to
Meryton. She answered in the affirmative, and, unable to resist the
temptation, added, "When you met us there the other day, we had just been
forming a new acquaintance."

The effect was immediate. A deeper shade of hauteur overspread his
features, but he said not a word, and Elizabeth, though blaming herself for
her own weakness, could not go on. At length Darcy spoke, and in a
constrained manner said, "Mr. Wickham is blessed with such happy
manners as may ensure his making friends—whether he may be equally
capable of retaining them, is less certain."
"He has been so unlucky as to lose your friendship," replied Elizabeth with
emphasis, "and in a manner which he is likely to suffer from all his life."

Darcy made no answer, and seemed desirous of changing the subject.
At that moment, Sir William Lucas appeared close to them, meaning to
pass through the set to the other side of the room; but on perceiving Mr.
Darcy, he stopped with a bow of superior courtesy to compliment him on
his dancing and his partner.
"I have been most highly gratified indeed, my dear sir. Such very superior
dancing is not often seen. It is evident that you belong to the first circles.
Allow me to say, however, that your fair partner does not disgrace you, and
that I must hope to have this pleasure often repeated, especially when a
certain desirable event, my dear Eliza ( glancing at her sister and
Bingley ) shall take place. What congratulations will then flow in! I
appeal to Mr. Darcy:—but let me not interrupt you, sir. You will not thank
me for detaining you from the bewitching converse of that young lady,
whose bright eyes are also upbraiding me."

The latter part of this address was scarcely heard by Darcy; but Sir
William's allusion to his friend seemed to strike him forcibly, and his eyes
were directed with a very serious expression towards Bingley and Jane,
who were dancing together. Recovering himself, however, shortly, he
turned to his partner, and said, "Sir William's interruption has made me

forget what we were talking of."
"I do not think we were speaking at all. Sir William could not have
interrupted two people in the room who had less to say for themselves. We
have tried two or three subjects already without success, and what we are
to talk of next I cannot imagine."
"What think you of books?" said he, smiling.
"Books—oh! no. I am sure we never read the same, or not with the same
feelings."
"I am sorry you think so; but if that be the case, there can at least be no
want of subject. We may compare our different opinions."
"No—I cannot talk of books in a ball-room; my head is always full of
something else."
"The present always occupies you in such scenes—does it?" said he, with a
look of doubt.
"Yes, always," she replied, without knowing what she said, for her thoughts
had wandered far from the subject, as soon afterwards appeared by her
suddenly exclaiming, "I remember hearing you once say, Mr. Darcy, that
you hardly ever forgave, that your resentment once created was
unappeasable. You are very cautious, I suppose, as to its being created."
"I am," said he, with a firm voice.
"And never allow yourself to be blinded by prejudice?"
"I hope not."
"It is particularly incumbent on those who never change their opinion, to be
secure of judging properly at first."
"May I ask to what these questions tend?"
"Merely to the illustration of your character," said she, endeavouring to
shake off her gravity. "I am trying to make it out."
"And what is your success?"

She shook her head. "I do not get on at all. I hear such different
accounts of you as puzzle me exceedingly."
"I can readily believe," answered he gravely, "that reports may vary greatly
with respect to me; and I could wish, Miss Bennet, that you were not to
sketch my character at the present moment, as there is reason to fear that
the performance would reflect no credit on either."
"But if I do not take your likeness now, I may never have another
opportunity."
"I would by no means suspend any pleasure of yours," he coldly replied.
She said no more, and they went down the other dance and parted in
silence; and on each side dissatisfied, though not to an equal degree, for in
Darcy's breast there was a tolerably powerful feeling towards her, which
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soon procured her pardon, and directed all his anger against another.
They had not long separated, when Miss Bingley came towards her,

and with an expression of civil disdain accosted her:
"So, Miss Eliza, I hear you are quite delighted with George Wickham!
Your sister has been talking to me about him, and asking me a thousand
questions; and I find that the young man quite forgot to tell you, among his
other communication, that he was the son of old Wickham, the late Mr.
Darcy's steward. Let me recommend you, however, as a friend, not to give
implicit confidence to all his assertions; for as to Mr. Darcy's using him ill,
it is perfectly false; for, on the contrary, he has always been remarkably
kind to him, though George Wickham has treated Mr. Darcy in a most
infamous manner. I do not know the particulars, but I know very well that
Mr. Darcy is not in the least to blame, that he cannot bear to hear George
Wickham mentioned, and that though my brother thought that he could not
well avoid including him in his invitation to the officers, he was
excessively glad to find that he had taken himself out of the way. His
coming into the country at all is a most insolent thing, indeed, and I
wonder how he could presume to do it. I pity you, Miss Eliza, for this
discovery of your favourite's guilt; but really, considering his descent, one
could not expect much better."
"His guilt and his descent appear by your account to be the same," said
Elizabeth angrily; "for I have heard you accuse him of nothing worse than
of being the son of Mr. Darcy's steward, and of that, I can assure you, he
informed me himself."
"I beg your pardon," replied Miss Bingley, turning away with a sneer.
"Excuse my interference—it was kindly meant."
"Insolent girl!" said Elizabeth to herself. "You are much mistaken if you
expect to influence me by such a paltry attack as this. I see nothing in it
but your own wilful ignorance and the malice of Mr. Darcy." She then
sought her eldest sister, who had undertaken to make inquiries on the same
subject of Bingley. Jane met her with a smile of such sweet complacency, a
glow of such happy expression, as sufficiently marked how well she was
satisfied with the occurrences of the evening. Elizabeth instantly read her
feelings, and at that moment solicitude for Wickham, resentment against his
enemies, and everything else, gave way before the hope of Jane's being in
the fairest way for happiness.
"I want to know," said she, with a countenance no less smiling than her
sister's, "what you have learnt about Mr. Wickham. But perhaps you have
been too pleasantly engaged to think of any third person; in which case you
may be sure of my pardon."

"No," replied Jane, "I have not forgotten him; but I have nothing
satisfactory to tell you. Mr. Bingley does not know the whole of his
history, and is quite ignorant of the circumstances which have principally
offended Mr. Darcy; but he will vouch for the good conduct, the probity,
and honour of his friend, and is perfectly convinced that Mr. Wickham has
deserved much less attention from Mr. Darcy than he has received; and I
am sorry to say by his account as well as his sister's, Mr. Wickham is by
no means a respectable young man. I am afraid he has been very
imprudent, and has deserved to lose Mr. Darcy's regard."
"Mr. Bingley does not know Mr. Wickham himself?"
"No; he never saw him till the other morning at Meryton."
"This account then is what he has received from Mr. Darcy. I am satisfied.
But what does he say of the living?"
"He does not exactly recollect the circumstances, though he has heard them
from Mr. Darcy more than once, but he believes that it was left to him
conditionally only."
"I have not a doubt of Mr. Bingley's sincerity," said Elizabeth warmly; "but
you must excuse my not being convinced by assurances only. Mr. Bingley's
defense of his friend was a very able one, I dare say; but since he is
unacquainted with several parts of the story, and has learnt the rest from
that friend himself, I shall venture to still think of both gentlemen as I did
before."
She then changed the discourse to one more gratifying to each, and on
which there could be no difference of sentiment. Elizabeth listened with
delight to the happy, though modest hopes which Jane entertained of Mr.
Bingley's regard, and said all in her power to heighten her confidence in it.
On their being joined by Mr. Bingley himself, Elizabeth withdrew to Miss
Lucas; to whose inquiry after the pleasantness of her last partner she had
scarcely replied, before Mr. Collins came up to them, and told her with
great exultation that he had just been so fortunate as to make a most
important discovery.
"I have found out," said he, "by a singular accident, that there is now in the
room a near relation of my patroness. I happened to overhear the gentleman
himself mentioning to the young lady who does the honours of the house
the names of his cousin Miss de Bourgh, and of her mother Lady
Catherine. How wonderfully these sort of things occur! Who would have
thought of my meeting with, perhaps, a nephew of Lady Catherine de
Bourgh in this assembly! I am most thankful that the discovery is made in
time for me to pay my respects to him, which I am now going to do, and
trust he will excuse my not having done it before. My total ignorance of
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Ｊ Ｆ ” 一 ” ｏ ぽ 円 日 Ｆ ” 曽 Ｅ ５ Φ 日 ０ ● ■ ぽ ¨ Ъ メ ロ Ｑ り ｏ ｏ Ｌ ｏ 多 計 げ Ｌ 静 Ｐ Ｕ 彎 Ｑ 一 日 ３ お け ヽ

一 ３

，

Ｆ ” 巨 ８ 鮎 ” 員 ま 輌 ” 酔 円 μ Ｆ Ｈ ８ 日 け 計 肖 計 器 ８ ５ Ｒ

，

２ 甲 件 ８ Ｄ ３ ８ ８ オ Ｒ

ｏ Ｑ ｒ Ｌ Ｆ ｏ 鮎 ｏ ｏ Ｏ 府 ） 〓 δ ∽ ヽ

δ ｏ ■ ■ Ｆ 打 ｏ け 〕 ” 口 “ き Ｆ 用 こ Ｆ ‘ 魚 鷹 日 す 器 出 ８ ０ 軍 こ Ｆ ” い う バ 唾 お ” 日 ｏ ● ” 鼻 饉 ８ 　 Ｎ

げ
つ ぃ も ＆ 争 ｏ ● ８ 浄^

，
あ Ｒ

，

Φ ｌ ８ Ｈ Ｐ ｏ お ｑ ８ 話 器 ｎ 営 計 ５ ８ 一 ．

一 Ｆ 【 Ｊ 暉 Ｆ 日 Ｐ ８ ル 「 臓 日 ， Ｆ
，

っ ド ニ Ｈ 中 げ 員 ´ 晏 】 ご ” 日 の Ｐ 醜 性 】 ３ 風 釘 “ ｒ ｏ ｏ ｏ Ｌ 汁 〓 Φ
，

　 ミ

郎̈ ８

，
も 営 ８ Ъ ● 器 Ｏ Ｆ Ｌ 岸 ″ ‰ Ｑ ピ Ｆ 渉 ｗ 『 １ も 話 日 魚 Ｈ ３ ３ け ● ３

，
障 も “ 鶴 Φ

曽 巳 ｏ Ｌ け

，
ｏ ８ ご Ｒ ｏ ｂ 長 ａ ５ り Ｆ ∪ 曽 ９ 、

Ｊ δ “ ∽ ” ‘ヽ 日 ５ ０ Ｆ ● 貸 ｗ ” ０ だ Ｆ ｂ ■ ｏ ● ¨ Ｈ げ 色 層 当 ｐ わ 浄 ｒ̈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 踏

っ が ρ 諄 計 ｏ
，

” ● 鮎 澪 ８ 一 お 魚 う ｏ げ ８ 驚 巳 Ｒ 単 Ｆ 」 Φ ” ８ Ｆ ＆ ぎ Ｂ Ｌ る Ｌ 害 Ｆ ∪ ｏ さ ε 蹂

ｏ Ｐ Φ 口 ヽ ” ● ● ｏ ” ゛ ∽ ● 負 巴 Ｂ ５ ω げ 一 ヽ

２̈ δ δ́ Ｆ ２ 卜 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 證

じ Ｒ ３ ● ● ！ 」 じ 静 許 ■ ８ 〓 げ ｏ ” も ８ 環 Ｉ ５ 遇 ■ 日 ０ ● ■ ２ 露 ｏ ■ 器 ■ ． 　 　 　 　 　 　 や

Ｆ^ げ ” ８ 日 雹 Ｆ Ｂ 諄 １ 目 陣 Ｌ 口 ９ δ 【 や 晰 ８

，
還 ば Ｆ ８ 喘 Ｈ ｎ ｇ

，
さ 〓 諄 ヽ 　 　 　 　 　 さ

Ｊ ゞ 巨 Ｆ 鑢 パ ） ” げ ｏ Ｓ の ｏ 貯 】 ゛ ｏ ■ 日 ¨ Ｈ ｏ ｏ ● 饂 磐 ｐ ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぷ

〓 〓 ∪ 腱 ｑ ぴ ｏ ｌ ｏ
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ ヽ

麟 ｒ ” 鮎 ｏ 管 ８ い ｏ 日 ０ 一 ｒ Ｏ 瀬 卜 お ｏ い 辟 酢 “ Ｆ ざ 月 ヨ 月 還 ｏ ド い 】 Ｆ ３ ｐ ♂
，

鰤 Ｒ

，
も Ｑ オ ■ 　 ヽ

ｏ ｏ ２ δ ↑ く ¨ ぴ Ｓ 一 Ｈ （ 醜 魚 ● Ｑ Ｏ 蛉 ψ ｏ 日 ｏ Ｃ 」 一 Φ ｏ ｏ 喘 麻 畿 ●
，

” け 一 ｒ ｏ 阻 暉 ｏ い Ｆ ｏ ● ● ９
，
■ δ 〓 】 魚 ” 取 ■ ｏ ｏ

一

ュ
，

Ｆ 身 ｒ ５ ” 乳

国 ｏ マ 凛 ８ Ｐ Ｆ Ｆ ｏ も ｏ φ Ｒ ” ● ” ● ∽ ヨ 縄 二 こ 一 日 ● ８ 日 ■ ５ ８ ● ヨ ” ∽ ● ３ ０ 選 ０ ８ “ ざ 　 い

日 洋 ０ 賛 ｉ “ ５
，

国 肝 じ ｏ
，

単 諄 諄 け Ｂ す ユ 日 ９ 自 ” Ｓ ■ 円 Ｐ 一 ぎ 日 ） ぎ １ ３

の 二 ■ ● ｏ
，

調 器 ● ３ ｇ 一 ｇ 白 け 鴫 ８ ８ ８ い お Ｆ
・ ヨ ぎ 口 旨 ３ ヨ ご ３ ぞ 摯 Φ ヨ ご 帰 ｂ 邑

ｏ Ｌ 鰤 ダ ユ Ｌ Ｆ り ｏ 日 ０ （ 出 い Ｏ ｏ 日 ● ｏ ● ｃ Ｈ Φ 一 ぉ ） ∽ け ↓ く Ｓ Ｐ Ｆ ” 目 よ ― ― 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
，

画 ● ９ ｏ ｏ 鮎
¨
９ 卜 Ｈ Ｆ ” ど δ ● ｏ 一 一 デ ｏ い Φ ” ∽ 一 卜 ● け ｏ ● Ｌ Ｏ ● （ 焉

，
ｐ ｐ ｇ Ｅ 両 ・
Ｈ ｏ ● 會 ６ ” け て ０ ０ 」 ズ ト 一 ｏ 　 ミ

∽ 「 ■ ０ も ０ ∽ ０ 」 Ｆ ” 一 ［ 】 Ｂ 」 ｏ く ｏ “ 一 Ｆ 日 φ ‘ や ” Ч 」 Ｒ ” ｏ Ｈ ヽ ｏ 」 一 ｏ げ ｏ ¨ ♂ 【 ” Ｕ ” Ｈ ゴ ロ ｏ ド 　ヽ 　 　
，

ぞ Ｆ ｕ 興 督 ユ

，

雪 ” お ■ ８ 静 質 お ρ 嬌 資 ＆ ぎ ぎ 』 署 ＆ 一 Ｆ ぎ ８ 目 Ｒ Ｆ Ｈ

ｒ ω ５
，

げ 二 け く 性
，

国 Ｆ Ｓ げ 算 Ｆ ｌ ” φ 魚 ｏ ８ 口 巳 景 ユ 〕 ● ｏ Ｈ Ｐ 魚 ∽ け メ ヨ 〓
，

日 単 出 Ｐ

∽ ぽ μ Ｆ Φ Ｆ Ｏ 嗜 も Ｃ 目 も ｏ ● Φ び Ч 申 出 φ ” 史 〕 ｏ 目 ｒ ● ゛ ” 一 υ Φ Ｈ ゆ “ ” ２ δ ● ・

Ｊ δ 口 ９ ８ Ｆ ８ ピ ュ 酢 〓 Ｆ 針 Ｒ ｏ し 自 器 ∪ Ｆ Ｐ

，

粋 津 げ Ｒ ｃ 陛 ざ 計 彎 百 ｌ̈ ｒ ｏ

Ｆ ８ 噂 げ ８ ω Ｒ ８ ０ ｐ ” さ Ｌ 密 出 由 ８ ｓ 讐 静 慇 零 鳳 げ 日 営 Ｐ ３ 貯 ８

，

２ 営 Ｅ ８ 日 ０ ュ

ビ Ｐ 味 肖 Φ Ｈ 』 Ｌ ８ ８ ５ ｒ ” く Φ 要 υ ｏ ご Ｒ ュ Ｒ Ｆ ¨
Ｈ ” 日 ０ 日 ８ ヽ
ざ ０ ご Ｆ 器 “ ｒ Ｆ 【 ９ ８ Ｆ 出 申 ｏ 長 ヽ

ピ Ｆ ∪ 彗 ｑ げ 当 も 島 ８ ８ ３ Ｊ 野 日 目 Ｎ 讀 Φ Ｆ 曖 邑 Ｆ 甲

“ 円 ｏ い Ｐ い ｏ ３ ｏ ｏ ● ¨ げ “ 一 ぬ ｏ ● ∽ オ 滞 肖 庁 Ｐ̈ 〓澤 お け ｐ “ ● ｏ ９ ８ ５
，
Ｆ 　 目 ど ヽ α Ｆ ” 喘 ぞ 口 ｏ ｏ 日 ぽ 螢 Ｐ ヨ δ

８ ヨ ９ ヨ ● 計 Ｈ 詳 目 φ ８ 員 静 出 の ” ８ １ 軍 ■ ぎ ヨ ｏ Ｌ “ ｏ ご ８ 一 ８ ∽ 〓 ぽ 」 冒 ３ ８ 鴬

Ｈ 】 ｒ ” げ Ｑ 渉 Ｈ ｏ ｏ だ ｏ 鮎 曽 こ Ｅ 】 ヨヽ ユ 一 “ 員 ５ 鮎 ” ■ 虚 ト ロ ９ 『 Ｈ ｏ Ｌ 望 ヽ い ｏ ｏ Ｆ ” 鮎 う ｏ 一 け テ 崎 ｏ
，ぎ Ｈ ユ

，

諄 ｏ 明 ● 』 Φ 日 営 七 日 “ Ｆ ■ 器 ま 巨 蟄 ” Ｒ Ｆ Ｉ ユ
，

８ 日 ０ ８ 遍 ぽ ０ ８ 妥

■ ド ｏ ●
，

Ｆ φ ” ｏ ８ ３ Φ 鮎 ご こ Ｄ ８ ∪ Ｆ Ｌ Φ 琴 ―

Ｆヽ 営 讐 ｏ ３ 諄 ‥ ● 〓 ｏ ３ Ｒ る 目 屋 Ｓ ュ Ｒ

甫 ∽ す ｏ “ ｒ 一 片 口 ” ” 障 ｒ ｏ ● ｏ ● ヽ

ィ こ 弩 ０ ８ 目 ａ 計 目 ．
“ Ｆ Ｏ ■ Ｆ β 電 ｏ Ｈ 一 ３ ♂ 津 ■ ２ ミ ぎ ざ も 器 ｏ 日 彗 Ч ９ δ ュ 記 び

瞥 饉 μ Ｏ 日 菫 ５ ０ が ― 日 β

，

８ ９ ■ ご Ｆ

，

日 き ｏ
，

日 賛 ● ρ 二 ぎ Ｒ Ｕ 胃 ２ ３ Ｌ ｏ Ｐ Ｈ

〓 器 お お Ｌ 日 ９ ２ ビ 員 ） 罵 色 ョ 澪 岸 あ ぼ い Ｐ 質

，
■ ″ る 一

，

２ Ｅ み ？ よ ｒ ｏ ８ 一 日 ● 宙 ８ Ｐ

贄 ユ る け Ｌ ５ ８ 甲 ξ 電 熟 ８ ８ ・ Ｒ 出 Ｆ Ｆ ８ ■ ８ ｒ 一 Ｊ Ｆ 澤 ■ ● 出 鰤 Ｈ 咀 春 ざ ぎ 弩

Ч Ｏ Ｆ 「 Ｌ Ｆ ォ 諄 ‘ 【 Φ ∽ ｏ い 」 ｒ ｏ 員 ｒ 、

Ｊ δ ● 一 ｏ ９ こ ｏ Ｓ Ｅ ５ 】 ∽ け ３ 巴 Ｆ ヽ ■ 【 ｏ ● コ 　 Ｈ 　 ” ∽ ９ 肖 ｏ く ０ “ ・　 り らヽ 】 饉 Ｆ 魚 ヨ ” ｏ 日 ｏ Ｌ ０

゛
  

ミ
さ
  

ま
  

ヽ
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” 買 ８ μ ぴ ぞ ｏ ● 器 器 ↑ 〓 Ｆ ８ Ｆ ｏ ● 日 Ｏ Ｐ 重 け ” ｏ ● 書 ｏ Ｓ 姜 ” ｏ 性 も ｒ 器 饉 ０ ■ 目 争

” り ” ビ 一 ０ 『 ｂ Ｂ ５ ｏ Ч ｏ ｏ 中 ● 一 讀 δ 』 ” Ｏ ｏ ６ 島 ” も ■ ｏ 評 Ч “ 「 ０ ● ｒ ” ● ● ” ● げ Ｏ φ 一 Ｑ ■ 一

ぞ 【 げ ∽ り Ｆ 性 ｏ Ч ピ ｐ 日 ｏ Ｐ ” ８ ギ い 薄 Φ “ ｒ 躍 ｏ 寮 あ ｏ ● 匡 ｏ す ｏ ｐ 鷺 ュ 勲 あ け ｏ “ Ｆ Φ ヨ ｏ Ｌ 勲

８ 目 Ｆ ｅ ｌ ぽ 洋 Ｆ よ ヽ Ｆ ” 魚 静 ｏ Ｒ ｏ
，

一 Ｒ け ｏ も Ｅ Ｉ ｗ φ 序 ｒ お 申 蕉 い ｏ ● ｐ 蜜 Ｆ ∪ ミ Ｑ

」 ｏ も ピ δ
，

１ 〓 Ｆ 咀 ８ ” 一 』 Ｆ 嗜 ｏ 「 い 臼 ご ギ ー

慮 暉 Ｆ ｏ 日 Ｆ Ｎ ” げ ｏ 一 ｒ ∪ ８ 日 ｏ ｔ

一 ‘ げ ｏ 日 Ｆ 燿 む ｏ 串 ド ∪ Φ ● ３ 〓 ¨ Ｈ ｏ も ｏ ” ざ 魚 〓 げ ∽ Ｕ Ｆ Ｌ ｏ Ｙ 由 “ 日 】 出 中 ” ３ ９ 姜 浄 日 ８ 諄 ・

一回 ０ ‘ ｑ 円 ｏ ● ” Ｆ ” ω ね む 」 Φ げ ｏ ｏ い ｏ Ｃ Ｏ Ｆ ” Ｆ く ｏ だ ■ Ｆ Φ 一 ” ● 魚 も Ｈ
，

ヽ そ ● Ｆ Φ ● “ 員 椰 Ｈ ハ ０ コ ユ ２ Ｆ Ч δ Ｓ

８̈ ゃ ）

． コ “ け げ ｏ ｘ ” ３ ぞ 串 ５ ρ ｇ ｏ ∽ 静 き い ヨ 目 ● Ｆ Ｈ （ 当 Ｂ 詳 Φ ユ Ч ｏ ｓ ざ ” 諄 Ｆ ＞ Ｈ 躍 く ∽

ピ ８ ５ ３ 自 ８ け お 姜 Ｈ 暑 ュ 一 卜 』 Ｅ Ｃ ｏ い ｏ 日 ” 辟 諄 ” ぎ ● ８ ざ 春 ヽ 中 ｏ 日 ぢ お ざ

・ 日
Ｌ 三 日 ６ ● ま 」 Ｆ ” 日 ０ 日 ０ 卜 Ｆ Ｈ ｒ ● ｏ 日 Ч ｏ ♯ １ ０ Ｌ “ げ ｏ コ 凸 降 日 “ 日 ０ ぢ Ｙ
】

、 ｚ 螢 Ｌ ヽ こ 蟄 ８ ８ ８ ■ と Ｆ ｂ ９ 諄 〓 Ｌ ａ ■ 目 ８ ● ３ ３ ■ け ｏ 日 単 一 Ｒ ” Ｆ レ ８ 〓 ８ ギ

∽ ｏ 壼 口 ｏ 鰤 ・ 之 ぴ “ ヨ 凸 口 ぽ ” く ｏ ” 浄^ 轟 日 口 脇 ● ” Ｈ 目 ⊆ 澤 バ 肖 出 ● 占 ” ヨ い け 口
，

９ ｏ 魚 ヽ ” 口
，

６ 焉 ｏ Ｏ Ｃ Ｈ ∽ ０ ∽ Ｆ ０

コ 己 ］ げ ｏ μ ｒ ■ 呵 ● ” 一 鴫 ９ Ｆ ヴ 】 Ｆ ）Ч ダ 聾 Ｆ ｒ Чヽ ｏ ‘ ヽ

ξ 障 目

哺 用 日 Ｚ 叉 可 ● ∞ ｑ ｏ も ｏ ］ 澪 魚 ” 腱 ５ ヨ ∽ ８ 日 ω 路 口 ど う ９ ９ 円 Ｆ ぞ Ｆ ｏ ｏ ロ ロ ツ 日 ” ８ 日 わ

計 鮎 賀 ” キ ヨ Ｆ 守 日 。 国 ” き 品 お ∽ ｏ Ｈ 奉 臼 ８ ８ 卜 ■ ３ ｂ 二 ざ ８ Ｒ Ｌ 日 ｏ 」 Ｌ 静 ♂ ” お

Ｒ “ 静 ８ ● ８ ９ ■ 肖 熱 ュ ｏ Ｌ 「 ざ 多 δ ♂ “ ２ ユ “ ∽ ” ご 』 計 輌 曽 ユ Ｆ ツ 計 “ り ｏ お ｏ ビ “ φ Ｒ

酔 鵬 Ｐ Ｒ ｏ ざ 日 静 ｏ 津 Ｐ ｏ オ ｏ み Ｉ ｗ Ｓ ｒ 日 Ｌ 馬 ｏ お り 誅 計 日 ０ 日 ０ ュ

¨
ぎ ８ 一 ３ ｏ ニ

計 ■ ． ● ” ´ δ 【 Ч ｏ ■ げ Ｌ ぞ 日 曽 Ｈ ５ ● “ ュ 串 ″ 巴 戸 饉 る ｏ ぴ 梁 肖 く “ ● ● ０ ● ヨ Ｆ ａ ｒ ｒ Φ 屯 凛 ｏ も Ω Ｏ “ ”

Ｈ ｏ ｍ Ｐ 口 ” 」 ｏ ” 」 ゛ ０ 「 一 Ｆ ｏ ず ● ２ Ｅ ５ φ ∽ ・ 〇 ● 」 ピ Ｐ 歌 ｂ ぬ り Ｄ Ｐヽ Ｕ ｏ ● ● ｏ ｉ ］ 口 Ｆ Ｎ μ ぴ ｏ 一 Ｆ ヽ ” ● 口 ｏ ● ｏ ｏ 」

欝 ｏ ヽ ｏ Ｓ́ 器 Ｉ 讐 ピ̈ ぎ 器
，

ｏ よ り ８
，

驚 ぎ Ｈ げ ｏ 諄 謗 ■ ぎ 巴 針 ８ ８ 魚 静 Φ 日 ｏ
，

８ 〓

一 Ｆ ｏ φ Φ ヨ́ 「 ｏ 『 ら い ―ヽ ―

〓^ Ｑ Ｈ ぎ 零 ・ ８
，
３ Ｆ 沖 Ｉ ｂ 目 す 一 ９ ｏ 件 ユ

，

ｂ 饉 酔 酵 ヽ 営 讐 ↑ ８ 日 Ｆ Ｎ ３ ｏ 手 ヽ

■́ ｒ ｏ ● Ｈ ω Ｏ Ｆ ｇ 諄 」 ぴ ↓ Ｌ 只 ψ Ｆ ｏ ● Ｑ Ｆ 『 ｏ い ” も Ｌ く ” 一 ｏ ” ‘ 鮎 ” ｏ ● Ｑ ω ヨ ユ 由 Ｐ ｒ ｏ 」 中 ● 一 Ｆ ｏ ｏ ９ Ｆ 厭 る ｏ 」

多 諄 日 ９ ユ ● 電 ¨

き
  

ヽ

∪ Ｒ ゴ ８ 国 Ｆ Ｎ む ｏ 一 Ｆ Ｆ ” 魚 障 日 Φ ま 颯
，
” ■ ｒ Ｆ ∞ げ ｒ ↑ ” ｇ Ｆ Ｌ ν ｏ い ｏ 日 ８ Ｌ ∽ ρ ぞ ぼ ｐ ∪ ９ 馘 お 一

諄 薔 身 営 φ ヨ ８ Ｐ Ｉ

一 υ Ｆ Ｆ^ る Ｆ 一 だ Ｏ ｐ ｏ Φ 」 Ｆ Ｆ ． ュ ぼ ・「 Ｈ ” 員 ｒ ９ Ｆ ら ｏ 日 Ｌ ヽ Ｎ ヽ ヨ ユ ロ げ ｏ く ｏ 【 Ч ｒ 選 も Ч Ｉ ‐ Ｈ ∞ Ｂ ｐ ∽ 〓 Ｒ Ｏ ∽ ｒ ０

● ” ● ｒ ” く δ ● ｏ ｏ こ ０ ３ ８ Ｐ Ｏ ｏ 日 ｐ 惧 Ｈ Ｆ ま Ｈ ヨ 曽 諄 ゝ ） “ 〓 Ｂ Ｓ 日 の Ｉ Ｐ Ｐ ｐ ∞ 性 汁 ｏ Ｌ ● ” ｒ Ｒ

ｌ ９ オ オ “ Ｒ Ｆ ｏ Ｆ ∽ Ｆ ｏ 「 ” ∽ Ｆ ” 諄 ｏ Ｌ Ｆ ” ” ヨ Ｊ ゛ ‘ 庁 ｏ ● 口 Ｆ Ｎ Ｌ ご 算 Ｆ ｏ 』 げ 魚 ｏ ● ギ ー

、 ∪ ｏ ” 【 Ｈ ● ヽ ” 日 Ｐ 鮨 ｏ ５ ｏ 一 ｍ ｂ ・ Ｈ げ ｏ ∞ ｕ λ ド ｒ ヨ ユ ロ い Ｏ ｏ 咀 Ｐ り Ｆ Ｑ Ｑ Ｆ Ｐ ● ∽ Ｈ ” “ ω 一 ｏ Ｘ Ｏ Ｓ ｏ ｏ Ｈ ● ０ ・

国 ｏ Ｓ ● ぎ お ８ 諄 Ｆ ” ざ 熙 ヽ

，

日 Φ 諄 詳 留 暮 ＆ Ч お ＆ 員 率 ぎ 弩 』 ” 昌 器 Ｆ ”

” Ｌ ● ” 『 〓 口 〓 ヽ ∽ Ｏ Ｐ 中
ψ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

Ｚ^ ご ¨ ● ｏ ¨ り ｏ ● ８ ● り ０ ¨ ｒ 一 Ｎ Ｎ Ч Ｈ ヽ ｏ Ｌ 町 ｏ ｕ λ ） 饂 ョ 酢 目 φ 一 ” Ч ヨ́ ｒ ８ 『 ｏ 翅 δ Ｃ （ビ ” ０ 、 」 Ｆ Ｐ 脅 “ ● ｏ ●

日 Ｆ Ｓ げ ｏ け 電 ∽ い ｏ ２ Ｌ Ｆ ” Ｈ Ｒ 自 Ｆ 重 彙 げ く ９ ６ 魚 ∞ ５ ２ ｏ 日 げ 彎 Ｌ ” ∽ ∽ ｏ
，

ざ ｏ Ｆ ρ ” ゴ ） “ け ゛ ｏ

Ｏ り Ｏ ｍ 輌 ５ ・ ω ぽ ０ ” 鮎 鮎 ｏ 鮎 ゝ Ｆ Ｎ̈ δ ゛ Ｈ じ
，
ま い ヽ ● も ｏ ● Ч δ ｒ ヽ ∽ 一 ■ ロ ロ ¨ Ｐ

， ，
｝ ５

，
Ｌ ｂ ” ぞ Ｐ ｒ Ｏ Ｑ Ｆ Ｅ あ ヽ

日 ぽ Ｎ ” ぴ Φ 一 ｒ 　 ｇ Ｏヽ Ｆ 【 “ 　 Ｈ Ｘ 二 　 ｏ も も ０ ０ ０ 　 ０ Ｃ Ｏ Ｆ 　

，
巨 　 ピ こ ● ● ｏ ま δ ● 〕 ” ● ● 　
メ ” 　 長 う ｏ 目 Ｐ ｏ ● 軋 ０

８ ● ０
，

当 性 汁 日 ● ８ Ｐ Ｆ ” Ｆ 躍 Ｌ Ｆ ｏ の ｏ 口 ｎ 目 ｏ 串 Ｓ 一 諄 １ ９ 』 勲 げ ０ １ げ ｏ ｏ ■ ８ ∞ ｏ 一 諄 ｏ 興 】

” φ ∽ ８ ● 賛 ュ ” ψ 崚 Ｌ ｏ 」 ぞ ” り も ｏ ● 陛 ぴ Ｆ ゛ ∽ ｒ 」 φ 諄 Ｐ 当 日 ” ” Ｌ Ｆ 曽 Ｌ オ ８ 魚 ざ ８ 晏 ８ 』 ¨

● ■ ５ ８ ｏ ● ２ ３ ｏ 日 も ざ ヽ 日 Ｒ Ｉ 多 ５ ♂ 陛 Ｉ 明 ヨ Ｆ 酔 ヨ ｏ 】 ｏ 針 ユ ８ 魚 ぴ ｏ 一 ｌ Φ ｏ ● 印 Ｆ オ ｏ ３

” 〓 Ｐ お Ｌ ８ し ｆ ・ Ｆ 目 ３ ８ 鰤 困 彗 ヨ 簾 ＆ 島 彗 沖 器 ∽ ｏ ８ お 串 ５ Ч ヨ ｏ お

客 ● ｐ り Ｐ ｒ ｏ ｇ Ｆ 卜 ∽ げ 緞 歯 日 「 ―

Ｗ^ Ｆ お 日 ｐ Ｊ ヽ 計 躍 ぞ Ｆ Ｌ 目 Ｎ ３ ｏ 多 ヽ
，

単 毬 目 日 ０ 計 ω 質 ８ ｒ ・ 中 ｏ 日

，
自 ¨

） ｏ Ｓ 〔 肖 ど ヽ Ｏ Ｌ Ч ∽ Ｑ
，
ユ ｏ ｏ ・ Ｈ ” 由 只 ψ 【 ” ヽ ９ ψ 一 ｏ ｕ ム こ 月 ｏ Ｌ 匡 ｏ ■ も Ω 〓 び ｏ ま ｂ

，
ｐ “ ぴ “ ■́ ｏ Ｆ Ｈ 魚 Ｆ ” ‘ δ

げ ｏ ｏ ● 】 ｏ ｏ ｏ ” 口 Ｌ 、 び 【 ０ い ● Ｈ ● Ч ｏ Ч Φ ∽ ｒ ”
，

Ｌ Ｆ ２ 床 ） ヽ ｏ ヽ び ０ ０ ● ユ Ｅ Ｆ ｒ 一 Ｌ Ｆ 〓 Ｂ ξ ■ 日 Ｆ ● 鴨 い ｏ の り ¨ ぴ “ け

μ 口 ｏ コ ミ 一 い ｏ 一 ｏ ” 。 り Ｆ 弓 Ｏ Ч Ｏ ● ュ 中 “ 諄 Ｈ ｒ ” く ｏ ｕ お こ 層 」 ０ の も ｏ ２ い ｏ ュ 】 り Ｏ Ｌ Ｘ 肖 び も ｏ ● 員 降 り ｇ δ ● 沖 焉

ま 鷹 巴 摯 ８ Ｐ ぎ だ ｏ 営 ｒ 贄 身 ８ ３ 一
，

ｏ も 餞 ｏ ８ 一 Ｒ Ｂ Ч Ｐ ∽ ８ 長 卜 し り 思 お 【

Ч δ Ｃ Ｌ 口 ” 一 〓 、 餞 Ｆ 魚 ０ 日 ｏ ” ｏ ヽ 】 日
，

Ч Ｈ Ｏ ” ｐ Ч ｏ ‘ ↑ ｏ （ ｒ ｏ ω Φ 員 ν ぴ 〕 Φ 〕 員 し ヽ
，

一 一 Φ ● ユ δ う Ｏ Ｆ ” く ｏ げ ｏ ｏ ロ

ざ ０ 日 費 ．Ｆ Ｏ 口 ざ げ ｏ 日 沖 ３ 静 【 ｏ Ｐ ≧ 日 ｏ ３ ” り ｏ ｏ ｏ い
，
Ｏ Ｈ ｑ 諄 ８ ｏ ９

，
Φ ぽ ｏ ● ８ Ｈ 降 濡 Ｐ “

Ч Ｏ Ｓ Ｏ Ｓ 一 ” ０ 串 る ｏ ｏ 目 ６ ” Ｌ δ り ０ ぃ 日 輌 い ｓ オ 嗜 ｏ Ｆ Ｆ ・ い “ 一 ぴ Ｑ ゴ ８ Ｈ 曽 日 【 “ ● ” ヨ 理 ヽ ヨ 議 げ げ Ч

日 Ч ♂ 』 ｒ 燻 ） ｏ ● 多 Ｆ ． ω ω ● 〓 ｏ ３

・ 「 ８ 室 ぶ あ 〓 ■ 目 ♂ δ ” 鮎 ユ ｏ ”
，

ｏ ♂ Ｈ Ｂ ｏ さ 諄 ” ８ 日 Ч

お 器 ０ ● ■ ｇ 日 程 こ げ ” 出 日

，

日 ８ ８ お Ｆ ま 属 ０ 日 訂 Ｆ ぎ 国 耳 郎 肖 計 目 お ■ ¨
， ，

ｏ

計 資 曽 Ｒ ８ 一 ｏ Ｒ Ｆ ” ” ま Ｆ

ヽ 器 Ｈ ８ 畢 摯 そ 針 亀

嗜 Ｆ ｏ い や ヽ （ 魂 ぞ Ｆ ｏ ｏ 屋 Ｆ Ｐ ヨ 〓 ｒ 』 〓 匡 ｏ Ｒ 浄 ） 日 い ０ ０ 日 も ０ ９ 月 ｐ げ ０ 片 ¨ 噴 日 」 ” ■ ８ Ｅ ユ 串 に

ご Ｆ ｒ 静 ト ー ぴ 日 ” ８ 国 目 Ｎ ３ ｏ
，

８ ８ 贄 Ｆ 記 口

，
Ｑ 手 諄 』 お ８ Ｌ 勲 ● ３ “ ８ 串 ５

Ｌ Ｆ ８ 絆 　 ｏ ” “ い ｏ 　 ｒ Φ 　 ” 目 ９ 尋 ｏ 鮎 　 け 口 　 ” ● Ч 　 ” 宝 ０ ● Ｐ も 一 　 一 ｏ 　 ∽ 一 ｏ 「 　 Ｆ 貯 り 　 い 巴 ユ Ｆ ５ ｒ 　 ” 目 “ 　 げ ５

ｏ ｏ ● ユ ● 口 Φ ル ヽ ―

ジ を 餞 Φ ” ∽ ｏ ● ∽ ♂ 【 日 円 ご キ 郷 弩 ｐ い 【 ３ ■ け 単 】 多 酔 時 津 ” Ｌ 尋 Ｆ 申 斤 洒 や 再 ｏ お こ

＾ 　́ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い 〇
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９ ８ 闘 口 彗 一 ヨ ｏ
，

選 （ 汁 ８ 目 諄 賛 ″ ８ ０ 貧 ５ 月 ヽ ８ じ 一 ｏ ８ 一 多 δ ９ 曽 ８ げ Ｒ

日 ” 薄 諄 § 爆 Ｆ 目 の も 曽 げ Ｆ ８ ８ ■ Ｊ Ｏ

，

単 ［ ” Ｂ ８ ● ‘ 自 Ｏ Φ 鰤 津 ■ 目 ” “ 鮎 お 曼

円 ｏ ” 一 ぞ ８ ・日 Ч Ｆ 翼 螂 け ｏ ｏ ９ “肖 ″
，

串 諄 『 色 ヤ ヨ 〓 Ｆ ｒ り ｏ 」 ｒ ” づ い Ｈ ｏ 鷹 ン 一 針 ｏ ド ” く の

日 い ０ ● 一日 ０ 口 ０ 魚 ｏ ” ≒ Ｆ Ｏ ´ （ 中 ｒ ” 一 い 一 い ｏ 」 Ｆ Φ も
，

■ 日 ｏ Ｆ ｒ 籠 ” ヽ ‘ 菫 Ｒ ψ ” ● ε 」 ｏ ｏ ｏ Ｒ 目 い ０ ● “ ” Ｌ δ う ｏ い Ｌ Ｆ ｏ

そ ０ あ ヽ ● ２ ５ Φ Ｈ ”
，

ヽ ヨ Ｆ̈ ９ 日 Ｈ Ｆ ” ≦ Φ 由 Ｆ ｏ Ｆ ｏ ● Ｑ Ｅ 『 ｏ 「 ｏ 当 日 ● ” づ ” ｒ Ｏ ● ｏ ∽ ｐ ロ ヨ ユ ｏ ｏ ｒ ” ω ∽ Ｆ ｏ

ｏ ｏ ● 勲 あ ８ ● 勲 嵐 ざ 咀 く ｏ 日 ｏ Ｆ 】 （ 螂 ゴ Ｆ 首 （ Ｅ ｐ 鮫 浄 ｏ 魚 ざ ヽ ） ｏ 椰 Ｌ Ｆ ∽ ｏ ● ご Φ ３ 一 ” ● ユ 津

ヨ 器 げ 二

，

ｏ お 曼 の 単 饉 ご Ｌ 讐 一 ぎ ♂ い ｏ Ｈ Ｆ 許 国 ｇ 郎 再
，

卜 げ ｏ 一 コ ｇ ● ｏ ｌ 電 争 〕

詳 ｏ ｓ ” ξ 自
，

１ 〓 Ｆ り や ｐ 　 』 ｏ Ｌ ３ Ｂ ｏ 目 １ ” ∽ ミ 屋 日 性 ● ” フ 鬱 Ｂ ∪ ｏ Ｕ ｏ 電 性 諄

』 賛 Ｘ わ け ｏ ｏ Ｈヽ ‐ ― 主 Ｆ ” 一 ∽
，

Φ ∽ ” い ０ ¨
ご ≦ ド̈ Ｏ ｏ 目 辟 ｐ ∽ 」 ヽ ９ “ Ｈ ● ● ∽ ↑ 目 黒 肖 Ｈ Ч Ｐヽ ａ Ｆ 壺 四 ヽ い ” い ぽ 貯 ｏ Ч ｏ Ｓ

日 瞑 浄 日 臓 ａ ¨ ｏ Ｆ ８ ８ も ８ ８ Ｐ 軒 ｏ ｒ ｖ ｏ ３ ” ” ｏ ● “ Φ ョ ０ 日 営 ま 【 ミ ヽ 毬 貯 ｙ ” ● 魚 ♂ 】

Ъ 目

，
ミ ニ ３ ぎ ■ Ｆ 器 器 き び ｇ 魯 』 ８ 諄 Ｒ ● ８ ｏ ８ ヽ ８ 一 げ ８ 讐 一 ξ 目 等 し ニ

μ げ ｒ Ψ 一 ｏ 】 Ｂ 一 μ Ｆ ｏ ” ∽ 目 Ｐ μ 目 」 町 バ δ 邑 ● ｏ ｍ Ｏ ” ∞ ０ ０ 魚 コ ミ
，

Ｖ ［ 】 臓 ∽ い ∽ 】 ８ Ч ” 魚 く オ ヽ こ 日 ｒ ● 魚 ∽ だ ０ 口 ”

ｌ ｏ 日 営 器 ８ ８ お も “ ８ Ｆ げ ゴ 〓 霊 ざ 目 ｇ 降 】 ● 」 ａ Ｆ 蟄 ユ 降 ｒ ８ Ｐ 自 ｏ ｌ

日 Φ 】 ご

，
ｏ ｌ 欄 ぎ ３ ３ 濾 」 颯 貯 暉 ８ ａ Ｆ

，
単 Ｈ ３ ８ 一 ８ 帰 ３ 貯 当 ｏ き Φ 曽 風

Ｆ 己 常 ８ ヽ Ｆ ξ ９ 串 電 貯 お 辟 ” ８ 置 Ｆ 毬 ” 日 ８ 糧 Ｆ ♂ ” 諄 Ｒ ま ざ キ 営 ∫ 器 ∽

Ｆ こ Ｃ ヨ Ｒ ざ 島 ｇ ぶ こ １ 目 Ｆ １ ０ 日 営 ― ∽ ぎ Ч ｏ ａ ｇ 蟄 訂 Ｈ ８ ●

２ ３ ９ ３ ９ ミ ユ ヽ ９ 目 ■ 汁 ” 員 】 ま く ” ε ご ） Ｈ 串 斤 静 ヽ 日 ‘ 件 ″ ０ ” ８ ８ ご ぴ ♂ ざ ｒ メ

ｏ 選 ｏ ｇ 』 ギ ■ ｒ 肖 ８ 月 罵 ８

，

■ Ａ Ｆ 静 ５ ａ 一 ｏ ● ８ ” ● ヽ お ８ ｏ ２ ■ 目 争 げ ９ 」 賛 酔 ヨ 自

諄 ■ 一 ３ ぞ ｏ ム 諄

・

早 ｒ ａ 日 ｓ
，

」 げ 【 ξ 器 ８ Ｈ 出 け 一 Φ ● ● ８ ｒ 』 ” さ Ｅ Ｒ

日 堅 Ｌ 日 ０ こ ■ 計 Ｈ Φ 日 Ｌ ● り ざ げ ｏ 一 ３ ● ■ ず ヽ 日 ヽ ま δ ヨ ∽ ヨ ｏ 」 ｏ Ｐ Ｈ Φ ｏ お 魚 ざ ｒ ） 点 む ９ 資 ●

Ｆ ∽ 一 ｏ ” ● Ｒ 日 長 ９ ヨ Ь 鳳 讐 ぎ 目 Ｆ ８

，

ｌ ｒ ８ ０ Ｈ 器 ∽ 目 Φ 毯 “ 許 ｏ お 円 ｏ 日 ミ

ｍ 色 巳 Ｆ げ 【 ｏ 「 と 日 ● １ ０ 日 ５ ● ・ Ｕ ‘ ゛ 〓 Ｆ ゝ や お 一 Ｆ 一 出 ば 卜 σ Ｑ 一● ” ” ∽ Ｈ ” 員 ｒ 壼 υ や 静 ５ Ｈ 諄 一 Ｆ Ｆ

８ Ｓ ｓ 郎 Ｒ 』 る Ｐ ”
，

Ｒ Ｕ 躊 Ｆ ｏ ８ 目 ＆ 貯 鬱 ８ （ ■
，

ｏ ・
Ｆ 通 ｏ お ● 日 ミ ｒ δ 日 彗 ヽ

覇 弩 １ ８ 器

，

Ｔ § 〓 ● ３ 総 魯 寺 日 翻 亀 ■

，

ｏ Ｌ 零 ∽
，

ま ” ８ ３ ８ ８ ” ■ ５

中 ０ 日 曽 ド ０ 日 ” 屋 Ｆ 計 ″ 巌 讐 」 ８ 【 ｐ 串 “ 宝 計 Φ ざ φ ∽ ざ 串 Ｆ ｏ 日 日 い ． 性 諄 び ｏ ” ∽ Ｈ 一 』 ｏ ” の も ｏ ● 降 ぴ ピ

■ Ｆ ω ● 陣 ５ 日 Ｏ ｒ 日 鮎 ５ ゼ ｏ く ｏ づ け 一 巴 ８ り も Ｈ ” ｏ ｏ ■ 日 邑 Ｆ ｒ ｏ ｌ ９ お い ” φ Ｈ Ｆ ２ お ｍ 鬱 ８ 要 ど ヽ

の 出

，

日 Ｊ ■ ８ 一 ぴ ０ き ■ ω ９ ０ ５ 出 Ч ｎ 嗜 ｐ 哺 〓 ∽ ｒ ” ∽ げ ｏ Φ ● 曰 く 日 ０ 餞 ‘ び 目 ヽ 貯 け ｏ ｏ ｓ 降 Ｆ

翼 ユ Ｈ い ” さ ９ 日 く ８ 属 〓 ヨ 自 ● ３ ｏ 駐 Ｆ 日 ｏ 日 も 躊 ｏ φ ８ ｏ 日 ｔ Ｆ ｐ Ｒ 重 Ь ■ 目 瀬 ”

Ｈ ｏ 目 鳳 Ｌ ● ｏ 」 げ 」 【 い ｏ げ ｒ 一 汁 ｏ ” ∽ Ｏ Ｆ 【 ０ ヽ Ｏ Ｓ 中 ● 一 Ｆ ｏ 嵐 い ｏ φ 一 ” ● 貯 ド ” け ｏ ９ 日
，
● 電 口 ” 唆 Φ （ 務 一 き ５

■ ３ ３ ８ Ｒ 日 ヽ Ｒ Ｔ き ｏ Ｐ 曰 ） き 諄 員 お Ｈ ” 日 も ８ 炒 望 ぞ Ｆ 鬱 膠 器 ユ 」 日 “ 静 “ 目 日 静 ６

う ｏ ● ｏ 目 Ｐ ” ● 魚 （ 魏 Ｌ Ｆ ” ゛ ● ” ゴ Ｅ ５ ｏ Ｏ ● Ч Ｏ こ Ｒ 』 Ｒ Ｅ ズ ψ Ｆ 路̈ Ь る ｏ 自 “ 目 ● ヨ́ ｏ 目 ” ヨ Ｓ Ｒ ｏ 」 Ｆ ” ↑ 」 Ｏ ｏ ２ Ｌ 一 鰤

り ｏ 一 ぴ Φ ｏ ９ 日 も ぼ ０ 魚 “ ■ Ｆ ぽ ¨ ” 口
， ，

” ゛ ｏ い ｏ 一 Ｆ Ｑ Ｅ 照 資 ｒ ０ ０ ０ ‘ ● 魚 ｏ 中 ● ふ ン ５ い ９ 』 「 も ｏ 弓 ｏ Ｏ い ォ ン

ヨ́ デ 片 や ｒ ヨ ユ ロ い ｏ 一 ぴ ｏ Ч ｏ 口 Ｈ り け 出 Ｈ ” ” わ Ｈ ｕ δ Ｇ Ｈ Ｈ ● Ｑ 暉 Ｆ ｏ Ｌ φ Ｇ び ● ｏ ” り ｏ ・ 席 〕 肛 口 汁 け ” 一 く ｏ Ｓ 日 ●
，

Ч

Ｏ お 喘 ぎ ｏ ● ユ 』 ＆ ざ ・ ｏ ●
，

単 Ｆ Φ ” Ｐ

，

９ ８ 】 ｐ Ｈ 争 』 ぴ ２ 目 椰 目 ３ ３ 庁 ユ Ｊ ５ 鮎

毬 “ 日 要 器 ０ 目 ０ １ 饉 り Ｏ Ｌ 自 詳 ● ２ １ 器 ８ ８ ｇ お ■ ８

，

多 』 ｏ お 月 も 器 ω 日 Ч ぼ ０

■ ｒ 肖 ■ Φ 円 ）ｏ 日 曽 【 げ 鮎 、

い い

Ｆ ヨ 器 ３ ｏ ｏ Ｆ 邑 ぞ ● ８ ８ ８ ● ざ Ｆ ざ 電 重 Ｌ 顧 Ｆ ８ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ

Ｊ ♂ ‘ “ 肖 ｏ オ δ Ｆ ” ２ せ 〕 ２ Ｆ
¨̈ ∽ ぽ ｏ
、

９ ■ Φ 魚 ・ Ｊ ♂ “ や ヽ 彎 ｏ 一 土 Ｆ ” 一 ロ ド ” “ お 』 日 ” ３ ０ ● ０ ” ● 彎 ヨ ｏ ド 　 燎

ｒ ｇ Ｂ Φ ３ 許 ユ 雪 諄 オ 計 ｌ 晶 Ｒ 諄 Ｆ ＞ ８ 曇 日 ヽ 手 散 ８ ♂ ｌ 訂

８ Ｂ 礫 日 ０ 詳 ｂ ‘ 円 ｏ ■ ｉ 品 日 Φ 二

，
日 扁 囀 ８ ● 浄 Ｆ Ｒ

，

Φ ぎ ８ 目 Ｒ Ｕ ｌ

● い ０ も ０ ∽ ” Ｈ ω ¨ ぴ ｄ ａ μ ↑ い φ 一 日 Ｐ ０ ０ ０ ０ ぃ げ ］ ０ ぃ ９ 一 ８ ● ｏ 一 Ｘ ） 缶 Ｏ ｏ Ｃ Ｆ ｏ ヽ ● ■ 一 り ｏ 」 Ｆ “ Ｈ 】 一 ｏ Ｏ ぼ Ｌ ″ ｏ 」 ｒ ｏ 日 ｐ ヽ

由 ” 日 ● ネ ８ ヨ ぎ ｒ キ Ｌ ¨ お も Ｆ 魚 ソ や お ｓ 圧 炉 乱

，

” Ｆ ド 出 ヨ ” お Ｒ 夢 ｏ Ｆ ５

，

き

ヽ
，

単 計 げ 雰 ｇ ∵ ユ 諄 ヽ 日 ∞ ｒ Ｄ ８ Ｓ ユ Φ ３

，
Φ ＆ 針 ｏ φ ｏ ３ Ｒ 諄 ｏ 日 彗 ヨ ぎ 日

手 ８ ８ Ｒ 邑 Ч ８ ８ ● ざ 器 ８ 〓 ヨ ぎ ● ぎ 甘 ３ ８ づ Ｆ ■ ギ 旨 ｏ け 貯 さ 員 筐 Ｌ

，
諄

∽ ０ 日
，
０ 虚 Ｆ ● ０ ０ 　 」 Ｆ ｏ 　 Ｈ ｏ い ● い ∞ 】 い ω 　 Ｈ ｏ り ｏ ” 一 ０ 魚 　 ” 　 φ ｏ ● ｏ ● 鰤 　 ０ ■ 　 ０ く ｏ 日 　̈ ” 　 什 貯 』 】 “ 　 一 Ｐ Ｒ 【 ｏ ・ 　 Ｈ 　 ” Ｈ ● ¨

由 澪 お ♂ 器 Ｌ ミ う ｏ 日 ０ ” ● ω Ｐ Ｒ ｏ ｄ 懲 颯 ュ げ Ч ョ ｒ 算 ヽヽ ｏ ゴ Ｆ ｙ δ 『 ● ■ ω 巴
，

筐 ュ Ｌ Ｆ 目

す ｏ ● ｏ 一 ｏ Ｈ Φ ” ユ Ч ｏ ● 一 ｏ 一 Ｆ ｏ ” 】 中 習 い ｏ 」 ０ 日 ０ 口 ” 一

、 ξ ８ 還 ｇ ユ ■ ヽ Ｒ ｏ 鮎 日 Ｆ 静 ｏ
，

ざ 餞 ぎ 零 オ Ｓ 絣 ８ ８ 報 簿 ８ ≧ ● 贄 Ч 、

ｏ ● Φ ” Ｆ ｏ ヽ 日 ｐ Ч ３ ９ 』 ” ” ” Ｌ ｏ ● ・ Ｈ ａ ♂ ” ∽ ９ Ｅ Φヽ ヽ Ｏ Ｓ
，

” 一 Ｈ ” ● ” い ｏ け ｏ ● ｏ （ Ｌ け ｒ ｏ い ｏ Ч ｏ ● ● ∞

Ｆ 針 ８ 貧 ８ ３ ｂ ｇ ” Ｆ 慇 あ 多 ８ ｏ 弩 ｇ ヨ ぎ 円 ｏ ８ ｒ ｌ ∞ 器 さ Ｌ 静 静 印

Ｆ 翼 蝙 貯 ８ ８ ｏ 日 Ｌ お Ｓ Ｅ ８ ｏ Ｒ げ 鶴 ● ∞ ” Ｌ ８ ● ” ８ ８ 員 〓 旨 澪 Ｌ ” 日 も ８ ♂ ３ ぞ ｏ ９ き 環 ｗ

Ｆ 員 蠅 お ど ∽ 』 Ｌ ａ “ ８ Ｌ 鰤 ● ３ 日 静 ６ 趨 ２ Ｅ も も ｇ ” ● 魚 Ｆ 翼 ｒ ８ ５ ● ま ８ ９ 多 粋 Ｈ 賛 が

串 る Ｆ 件 ヨ ０ 日 曽 】 Ｆ 多 ５ ■ ８ ・Ｅ ■ ぎ １ ９ 』 ヽ 日 』 ８ ヽ Ｎ ０ ９ Ｚ α ■ ９ ｏ 〕 § 員 中 庁 ● ９

ｒ ” Ｇ て ｏ ” 多 ｏ ３ ３ ８ ｒ ８ 亀 日 ｐ Ｈ ” 日 も ９ β ” 器 ヽ 降 る ヨ ｏ Ｌ 魚 Ｐ Ｌ 日 Φ す ｏ お 姜

Ｌ Ｏ ぃ ０ ０ ０ け 出 中 ρ 〓 注 Ｆ 眸 Φ 魚 い ０ 【 Ｌ Ｆ ω ｏ い い “ ” 餞 ｏ ● ヽ

Ｊ ♂ お 許 余 津 き ｐ 諄 誅 Ｆ ξ ｏ 単 ｒ ユ Ｂ ヨ ８ 巳 』 眸 貯 ８ ・
Ч

い 出 Ｐ り Ｆ Ｏ ｏ 目 Ｂ ・ ６ 囀 ｏヽ

『 ” お デ よ 二 Ｆ 営 ● ３ 日 酬 Ｆ ｏ 手 澤 ぎ ■ ｒ そ 湯 ● ヨ ニ 魚 単 』 Ｐ ∽ ８ 署 お Ｒ

く ０ “ ｌ ン ● “ Ч ６ ● 民 ● ” Ч び ｏ ● ｏ ■ こ Ｂ Ｐ Ｃ ｒ ” ↑ Ｊ 鬱 δ 口 【 Ｆ ” ‘ δ ハ け ｏ デ ｏ い ｏ Ｆ 嗜 ｏ い Ｏ Ｑ 陛
，

呻 げ お Ｈ ” Ｑ 巴
，Ｈ 争 μ 目 選 ｏ キ Ｆ 諄 ｏ 目 讐 ｏ ３ 庁 【 日 φ Ｒ Ъ 餞 日 ｏ お ∽ 質 ｏ ｏ ８ ｏ 日 ま 菫 ュ ０

，
８

，
日 Ｆ ． ” σ 【 Ｏ ρ “ μ 口

，
ｏ ” Ｌ ｏ ● ｐ ¨

嗜 生 Ｆ

，
こ Ｆ ９ 鬱 ３ 自ヽ 「 ” い 器 Ｒ 日 ９ ユ ロ ぎ 目 ３ ８ 墨 Ｊ Ｌ ｇ 日 ‘ ３ ５ お 日 ０ ま

Ｆ
，
お ざ 甘 ξ 準 再 日 還 昴 営 〓 ミ 日 Φ 一 Ｆ ８ 員 ｒ ｐ Ｏ ュ Ｒ ぎ Ｆ ヨ ∞ ■ Ｆ 単 Ｆ 翡

Ｈ ユ ト る “ お 囀 ｒ ８ ｏ 智 藝 】 お 曼 風 Ｓ ヽ ” ● ヽ ご ８ Ｐ ｏ け ” 罵 胃 ｒ ” ●
，

Ｐ 臓 Ｆ 日 ヽ

「 ヨ お Ｈ 一 ０ ● 【 Φ 景 】 諄 て ０ こ Ｒ ♂ ０ 日 ” ２ け ９ ピ ユ φ ９ 日 ● 日 』 孤 ● ” Ｂ ｏ Ｌ る Ｒ げ ● Ч ｏ 口 ８ ● ３

Ｆ お φ ま ｏ 庁 “ 諄 ｏ お Ｆ ｅ Ｒ ｂ 目 き 卜 ● ¶ 乱 静 お ” 翼 “ ８ 日 ヽ 貯 巳 ξ 営 魚 日 々

゛ 』 ｎ ） ‘ ｏ φ ∽ ｏ φ ａ ０ ５ 　 ０ い 日 ぎ 壺 崎 Ｏ Ｅ Ｒ 【 　 ｏ 〓 ” 一 ０ 　 “ ュ 打 首 ｏ ■ 】 　 卜 　 や 色 ● 　 ヨ 駐 ｒ ９ 卜 　 巴 Ｊ 「

８ 辱 お ■ ８

，

Ｌ Ｆ Ｆ Ｂ 誅 一 ８ 日 ミ げ ０ ０ ８ ９ ８ ８ Ｐ

，

９ ｏ き お ・ 器 障 ユ 辱 器 ュ ｏ 亀

ト ロ
，

〓 降 腰 四 ” ω 』 ｂ 一 Ｆ ♯ φ ∽ 蟄 浄 ［ ｐ ∽ Ｆ ｏ ｌ ｏ Ｌ 鮎 ｒ ” ‘ δ ｏ ま 一 諄 ｏ
，

一 Ｆ ｏ Ｈ ｏ ｏ 日 ・ Ｆ ” ｐ 日 ネ ぞ Ｆ

Ｏ ｏ ロ ビ ロ ｏ 一 Ｆ ｒ の ” 鮎 鮎 」 ｏ ｏ ∽ ｏ 魚 ｒ ｏ ポ ー ー

、 ダ 静 ５ ● Ｈ ３ ｏ 日 彙 り Ｏ Ｌ 串 ５ 貯 ５
，
９ 日 貫 跳 コ ８ 巴 ｎ Ｉ 四 ざ Ч ｏ 口

，
９ ８ ０ ● 一 Ｆ Φ ｏ ｒ ｇ ｏ 傘 ・ Ｈ 一 Ｆ 巴 い 　 ヽヽ

・ 　 　́ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ０
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】 Ｈ ら ｏ 一 ｏ 「 ｏ ８^ ォ δ ” 日 ０ 」 ｏ い ” ‘ δ “ 「 ” 匡 ｏ ” り の ■ ０ 】 串 “ ５ α ｂ “ ｒ ” ´ δ ８ １ 呪 く ｏ い 日 Ｑ

手 ８ 鳴 Ｌ 営 ュ ” Ｆ 日 ８ ２ の Ｆ Ｅ δ ｓ Ｒ ｑ 邑 ぞ 粋 「 Φ の ８ 一
¨
ぎ ８ ５ Ｌ Ｆ ８ ■ 詳 ざ

ぎ ま ‥ ３ μ 目 争 ＆ ｏ ヨ 一 ｏ Ｂ Ｒ Ｕ 胃 φ 興 ざ ユ ｏ ｓ

，

日 営 ８

，

０ 印 ３ ８ も ｒ ” き ●

営

，

も ｏ Ｌ “ ● ρ Ч ｏ ‘ ｒ ” ´ さ ｏ く ｏ ● ● ０ ■ Ｏ Ｌ 、 ” ∽ 日 員 予 一 ｏ ｏ ● ｏ ９ ミ 黛 器 Ｂ Ч ∽ 二 一 ” ∽

週 δ ″ 』 鮎 ぴ Φ ぬ ｏ ● ｏ い ２ お い 一 Ｊ 凸 ¨ ｒ 壺 Ｆ ｏ 一 ５ Ｆ ｏ 一 ｏ Ｆ ｏ ” ｏ 「 ｏ ぃ 由 只 Ｘ Ｐ ● 鳳 』 ｏ Ｏ Ｆ Ｐ 『 ” ｏ い ｏ ●
¨

哺 ざ Ｌ ギ 〓̈ い ｏ ３ ｒ あ ヽ Ｒ げ 鮎 ∪ ｒ ■ σ ｇ ｒ ” 乱 害 ・ ω ｏ 日 ０ １ 弩 日 廉 √ ヾ ０ だ も
，
Ｎ 』 ｏ 日 ０

９ ８ Φ ξ 野 【 許 粋 Ｆ ” お 巨 計 番 り 性 〓 営 選 零 贄 ８ 毯 “ す 夢 Φ す 目 Ｒ

Φ い ０ ９ Ｅ ”ヽ 唆 ８ ド ０ ● 一 Ｈ Ｆ ● Ｑ ■ ● ３ Ｆ Ｑ ■ 一 Ｏ ｏ ＝ ｏ Ｈ ｏ ω φ 日 彙 Ｈ 住 ば 梁 』 ” ● ∽ ‘ ｏ ｒ ” ｇ ｓ ヽ ” ∽ 日 ”̈ Ч

ｏ ｏ ● く Ｆ バ Ｏ ｕ ス ） β ハ 焉 〓 ゎ び ｏ 貯 メ ｗ Ｏ ｐ ｏ 「

ぼ 西 日 “ ３ 性 お 日 ｏ ♂ ” お ざ い き ５ ‥ こ ８ 【 日 彙 計 鷺 ｏ ８ 浄 Ｐ 。
，

器 ｂ 目 沐 脅 ∽ 』

Ｒ 目 く と 巨 ９ ８ ω 臓 ｏ 日 ０ お ぞ ■ ９ 計 Ｒ ８ 胃 ド で で お 器 ８ ■ ｇ ぎ Ｆ ま 出 諄 円 Φ

♂ 〓 逃 Ч

，

ｏ ８ 下 占 ↑ き ８ ８ 一 ８ も ｏ 賛 ざ 日 ０
，

単 ● ヽ ｒ 営 魚 計 日 ヨ ｏ 」 一 ご ‘ 目

， ”
，

口 ０ も 麻 肖 る ０ い Ｏ Ｈ 一 Ｆ ” け Ｌ Ｆ ｏ ｏ ｏ 一 μ σ ｒ Ｌ Ｅ い ｏ い け Ｈ ｏ ” ● ２ 郊 肖 “ ■ ９ 』 鰤 ぴ ｏ ” ● Ч ｏ 巨 Ｘ 肖 一 Ｆ ” ●

目 讐 ぞ Ｐ 降 讀 Ｆ ぶ Ｅ い 一 應 ま ● Ｆ 目 す Ｊ ヽ ８ 日 １ き 需 乱

，

鬱 １ 目 身 Ｒ Ｆ

］ ぎ 日 に Ｆ ” ● 鮎 Ｊ ヽ お ｒ 野 ド 椰 身 ） き る Ｅ い こ ｌ Ｆ 鷺 Φ ３ つ ｏ 日 Ｂ す ● ８ ０ 目 性 静 ヽ Ｆ ● 蝙

貯 く ９ Ｅ 〓 ” Ｂ 働̈ 軋 口 ｏ Ｌ Ｅ ソ 』 魚 麻 静 お 津 二 い 一 ｏ い と 鼻 ド ｏ ■ Ｑ υ ● ∽ 〓 ５ Ｈ ” Ｌ ｏ ● 一 ｒ ” Ｆ 卜 ● ∽ も 諄 ｏ ｏ 「 「 Ｈ 【

日 ８ 郎 〓 誅 薄 器 ユ ｏ ３ ・
〓 げ ご ビ ｏ 日 ８ 日 ８ ュ 騰 邑 澪 一 ” ８ ゛ ぎ ズ 肇 肖 Ｒ 日 磐 歌 零

日 欄 ９ Ｑ ぎ 日 ” ぉ も

，
・
ぎ 目 電 ユ ８ け 饉 旨 ８ も そ ８ ｏ 日 』

“
静 詳 計 ■ ● Ｆ 』

Ｉ Ｆ ｏ ａ 目 ８ ま ３ 滲 ｓ の Ｒ 毯 目 す ま Ｆ ８ 日 鱒 日 貯 目 ｏ ρ 駐 目 １ ビ 昴 肝 Ｈ

日 ｒ ■

，
０ １ ギ ｏ ・ ８ 巳 一“ Ｐ 諄 誅 毬 ‘ 鶴 ｏ 目 ３ ８ 〓 〓 日 る ロ ユ ＆ 旨 】 Ｒ ロ ニ

わ 酔 昴 目 （ 静 ５ ｏ φ ｏ 一 ｏ ” 〓 平 目 ． ピ “ 一 ０ 津 一 ｏ ヽ ９ Ｅ 守 ヨ ユ ∽ ぽ （ 焉 い 要 Ｈ ｏ
，

ａ ｂ ” Ｂ Ｅ ヽ 【 ９ ハ ） す Ч ｏ ｇ ｏ Ｕ ｏ ● ● ｐ

” ０ ９ ８ 雲 薦 Ｌ 一̈ 一 ｏ 一 Ｆ ｏ こ あ 口 μ 【 Ｕ 【 ” ｏ ま 〓 ｏ ｏ い ｏ ｒ ” ” 巨 一 中 当 日 μ Ｆ あ ヽ

甫 Ｇ σ ” ∽ ∽ ● ３ 日 ３ Ｆ り Ｆ 一 Ｆ 許 Ｈ Ｆ ” く ｏ ● ｏ も 【 Ｐ Φ 景 浄 肖 ∽ ■ ｒ ツ 庁 葉 ヽ ざ 串 ５ 一 ｒ Ｆ ヽ Ｒ

ｏ 日 ｏ ” ” ● Ｑ υ ョ ュ Ｌ Ｏ Ｆ Ｏ ｏ ● い 一 ｏ け ｏ ビ Ｐ 一 ０ 口 り ０ ● 由 に ″ ” ” Ｈ ｏ り ０ ０ ■ 、肛 σ 】 ｏ Ｈ ● ” ● ・ Ｈ “ 沢 ソ 』 鰤 Ｈ ” Ｌ Ｈ 肖 げ ｏ

り 営 ｐ け^ ５ Ｑ ヨ ド も ピ 日 Ｐ Ｏ ● 一 ｏ い げ Ｏ Ｆ ｒ ” げ Ｏ Ｆ ｏ く ｏ 角 ９ Ｅ ５ ｏ Ｈ ｏ ・ Ｈ 一 Ｆ ” ｂ Ｆ ｕ λ ） Ｓ ” ¨ 出 ● ” ●
，

” ¨ Ｌ Ｆ

」 ０ 「 け Ｆ ｏ ｒ ｏ ● ｏ Ｆ 『 Ч ｏ ‘ ぽ ” ‘ δ 』 ｏ い Φ 日 目 Φ ビ Ｐ く ０ “ ” 【 再 ｏ も ０ 殴 肖 Ｐ げ “ 一 け ｏ ” ｏ ｏ Φ も 一 一 ｒ Ｏ 日 ¨ 〓 〕

３ ● ３ 二 ｏ イ ビ Ｅ Ｂ ｏ ■ 静 ｙ ぞ ぞ 滲 Ｌ Ｆ 霧 Ｆ ｏ く ｏ こ Ｈ Φ ｇ ｏ ３ ♂ ３ 〓 ３ １ ド ロ Ｈ ８ ｏ 静

も ｒ 酢 ● Φ ■ 一 ∪ ｏ ● Ｑ ” ０ ８ 城 出 魚 ０ 【 Ｈ ● ｏ い ０ 「 ” ０ ” ● Φ ｒ ） 彎 巴 Ｐ゙ い 当 い Ｌ Ｆ 庁 ｒ 一 Φ 口 鮎 暉 ド ∞
，

ｖ ● 】 ” ” Ｃ ｏ

Ч ｏ ● ・ ぴ “ 一 ” ∽ ” Ｈ ” Ｌ δ 椰
，

Ｐ 會 『 ０ ” ゴ Ｅ 畷 ｏ り も Φ 飢 Ｆ Ｆ Ｐ ” 静 ピ ５ 一 【 ε 一 Ｆ い ０ 目 Ｐ げ ０ 「 す ｏ ” 嗜 す ¨

ピ Ｍ 鎚 ｏ だ 日 風 Ｒ 日 ぞ Ｏ Ｆ 賀 臓 Ｆ ” 一 ． Ｒ い ｏ ｐ Ｆ ｙ ■ Ｐ
，

贄 鳳 母 Ｒ ” ■ Ｆ ■ 賛 ● 鴫 自 盟 」 諄 ゝ

ピ ユ Ｆ 日 零 ヽ ｏ Ｓ Ｐ “
，

詳 〕 １ ぎ ● ｏ 目 ３ ８ ＆ 辱 静 ８ 老 」 ｏ ３ 愕 鬱 ユ ぞ Ｒ び ２ げ

ヽ ０ こ Ｌ Ｏ Ｘ Ｏ Ｑ 巨 ０ 巨 ゛ も ● Ｈ Ｏ ● 壼 Ｐ Ｈ ● Ч ８ Ｒ Ｏ も ０ の μ ｒ ） ヨ ユ 照 い ｏ 一 い Ｐ 口 ６ 焉 げ ε ● ” ” Ｒ Ｏ ● ↑
，

げ 】 ０ 、

自 σ 　 ∽ 口 Ｏ ｒ 　 づ ｏ 曇 Ж ψ く ｏ 」
，
● ０ ０ ぃ う ヨ 凸 ぽ ピ 】 い ０ ぼ Ｆ 】 × ） ｏ も 壼 ０ ● 国 Ｆ Ｎ ” げ ｏ Ｌ Ｆ コ ミ ｏ Ｃ Ｐ 鮎 員 】 肛 ｒ ｏ 　 ● ｏ

Ｌ ｏ ｏ ぜ い 　 ” ● 魚 庁 Ｅ 日 ｏ Ｐ ” 一 ⊆ て

，
● 魚 』 ｂ 一ａ Ｆ ● ｏ ｏ ヨ 彙 け

，
８ ■ 〕 ｅ Ｘ ｏ 壼 ド ■ ５

，

一串 “ 一 Ｌ ｒ Φ
Ｈ ∞

も ｏ 」 φ い ｏ 一 ｏ ９ 」 Ｆ ” ｏ ｏ ● ∽ オ Ｆ ） Ｌ 町 ” ” ｒ ｏ 」 」 ｏ も ｏ ” 庁 魚 】 ０ 小 口 の 注 一 ｏ ” ｏ い ” ↑ オ ｙ 出 ● ” ｏ ● ｏ Ｏ Ｇ 】 ” ” ０ 目 Ｈ Ｏ ● Ｆ

ｏ ｒ 選 ざ Ｌ ロ ロ

曰 田 日 ∪ 国 Ｚ Ｚ 日 日 ∽ ヨ δ 【 Ｏ Φ ● ” ” 器 魚 （ ０ 獣^ Ь ５ ヨ 醜 一 Ｆ ハ 庁 ５ Ｆ Ｓ ● ” φ ｏ ９ ” ● ０ ” ”
，
暉 ｒ 魚 ‘ ＝ Ｆ ｒ ” 一 Ｆ ｏ 　 　 ヽ

Ｑ ま Ｒ Ｒ 二 汁 Ｏ Ｐ ま ヨ ” ● 〓 げ ∽ Ｆ Ｒ ” り ｏ ｏ ｒ Ｆ 魚 ” Φ ざ 目 ∽ 庁 ● ざ り や ・ Ｏ ｏ 日 Ｆ
，

日 Ｆ Ｓ む ｏ
，オ Ｏ Ｆ ” ｐ ● ｏ ● ９ ３ ● 口 津 Ч Ｏ い 一 ｒ ”

，
Ｆ ｒ 」 ∞ Ｆ ｏ ド 百 け Ｆ ｏ ｏ も い Ｆ け ド け 〓 繋 ０ 鮮 Ｆ Ｓ Ｅ ５ “ ｒ
¨ 黎 と

，
∽ ｒ ｐ

”ヽ ● 口 Ｈ ２ヽ 日 」 ● バ 肖 ０ ０ げ ｒ 咀 Φ 角 一 ｏ 」 λ ） Ｓ ユ澤 】 ” ● Ｈ ｏ
，
● ０ メ ｏ Ｈ ｏ ∽ ９ 、 Ｏ Ｆ ” Ｌ ５ 壺 ” Φ ” ｏ 璧 Ｅ 『 Φ 魚 Ｆ Φ 『

い お り ヽ ｏ ２ お 】 ｏ ” 餞 Ｌ 汁 Ｌ ｏ ● Ｆ げ ｏ Ｆ ∞ ｒ ８ ど Ｆ 留 ュ 諄 洋 片 ” 口 ｏ ぞ Ｈ ｏ も 巴 魚 ｒ 肖 ♂ 目
，

Φ

Ｆ 一 Ｌ δ ∽ ” ｏ Ｅ ． ｂ ６ ｏ ｏ い ぽ ０ 「 ま Ｅ Ｐ ｏ ・ 哺 Ｆ 片 竜 ヨ ” ∽ ‘ ６ Ｈ Ч ” 員 ュ ” ｇ δ 〕 ぴ ‘ 一 〇 Ｆ
，
【 岸 冷 Ｑ゙ ∽ Ｆ 貯 汁 Ｆ ５ ∽ ∽

（ Ｘ ８ ● へ げ ヽ い 彎 串 お 月 串 “ ● 同 口 黒 む ｏ Ｌ Ｐ ｒ ” 魚 ” Ｈ く ８ い ０ ０ も Ｌ ｏ い ｏ 「 ― 占 お ｏ ご ｏ ３ ヨ ” ｏ

８ ｓ ｒ ∞ Ｆ 口 串 ｒ ” ● ８ ８ ｏ 目 ｏ デ ８ い ｏ 日 買 く お け 目 ● Ｒ ぞ Ｆ ｏ 色 Ｆ 静 ” 鮎 計 ８ ８ ´ ご

０ ● ” ” 鴨 Ｆ ” 由 ３ ８ 一 ０ ■ 踏 計 ｒ ８ ８ ド ∽ 兵 ン ヨ ” ω ぞ Ｆ あ ｒ 員 ） ” Ｑ φ Ｒ き ｏ 日 ９ ∞ ５ 魚

８ 零 贄 営 ８ ３ ８ ８ ８ 貯 ‘ 胃 ３ Ｆ

，
障 ｌ Ｆ ● 一 ぎ Ч も 鶴 ８

，
諄 ■ ツ 一 」 Ｆ ２ ３ Ｌ ヽ

Ｆ
，

■ ９ ゃ 浄 一 ” ｒ い ｏ ∽ 一 φ ‘ ■ Ｏ ｏ い ｏ ● 食 お ∽ ｏ Ｌ 〓 Ｆ ψ Ｆ ” ０ 日 お 許 げ Φ ｏ ● 一 ｏ Ｆ ） ” ‘ δ 】 円 ｏ ■ 罵 ｇ Ｒ Ｆ Ｆ Ｐ お り ｏ

く ８ Ч 娑 ８ Ｐ Ｕ 二 ］ ５ お ｈ ξ ω Ｐ 魚 Ｆ 『 ● 諄 げ ｏ い ｏ 串 お い Ｌ Φ ” ● ｏ Ｆ “ ｏ も ｏ 員 ド 員 る ｏ い 目 ●

讀^ 贅 器 序 Ｈ ¨ や ヽ ま げ “ ｒ 日 ざ ８ ｏ
，

り ｏ ９ 諄 Ｒ ” ｒ ド 停 口 ” ● 目

，

３ ｏ 串 ５ 日 叉 一 日 ９ ま 編

乱 鬱 ３ 自 け ３ Ｆ 」 督 お β ” 巳 饉 ” ∽ 庁 ● ざ Ｆ 澪 器 げ ３ 器 ざ 串 Ｈ ｏ ｌ ピ Ｆ ８ 属 算 ぎ Ｈ

静 ６ ● 国 び “ ヨ ” ｏ ” Ь Ｒ い ０ だ ｏ 一 ０ ” δ́ い 一 け Ｆ ｏ い ｏ 日 ｏ ｏ ｏ い Ｆ い の Ｏ Ｑ Ｅ 〓 目 ′ 」 げ ｏ 日 」 ” い ｏ い く 澪 一Ｌ Ｏ ● 一 ｒ ” Ｆ

Ｌ Ｏ Ｆ 当 ∽ ” 囀 目 日 口 ｏ 電 諄 ■ Ｆ ミ ８ 二 鰤 員 静 貯 Ｆ ８ ８ ユ ８ 一 Ｅ Ｏ 目 り “ ８ 躍 Ｐ

，
誡 ″ ｒ ｏ

選 “ ∽ ● ０ 一 週 Ｌ 】 い ” ８

，
” δ́ （ Ｐ ５ ” け 一 ９ 日 も 一 Ｆ ５ ９ ■ ● 臨 】 μ 麻 ¨ ｏ ● ０ お り い ０ ９ Ｌ ヽ び ｏ ド ● ９ ■ ●

巳 ８ ヨ 凸 ● Ｑ や Ｊ 一 Ｆ こ 咀 Ｆ ♂ ＆ 日 ∞ 』 Ｂ ｏ 客 ｏ Ｒ 百 呵 ｐ ” 口
，

■ 〓 Ｆ ■ ｏ Ｌ ω ｏ Ｐ ♂ 呵 ０
，

電 ざ け ８

Ｆ ”
，

ぎ ｏ ● 一 ユ Ｒ ” ぴ ぞ ｏ ● ８ 饉 記 ■ ” Ｆ ｏ ｌ 跳 ８ 還 円 ” 餞 ぞ δ ギ Ｐ 自 ８ ユ ｏ け ８ 諄 ０

”
，

お 澤 一 ｇ ８ ｏ （ ゴ δ Ｐ 只 あ ９ ∞ 寧 国 げ Ｈ Φ ｏ （ ら Ｌ ｏ ♪ げ ９ ■ ９ お Ｊ ヨ 象 Ｉ Ｒ ↑ ゴ ０ 饉 ５ ８ ゅ ” 諄 ９ 叶 “

ｒ 障 ユ レ 臼 ８ ｒ お ” ∽ り ８ ８ 汁 お “ 〓 Ｂ 中 ｏ 日 ” ● 〓 も Φ Ｈ ヨ Ｆ

，

ョ

，
■ ５ １ 』 ド ｏ ● ま ■ 円 計

諄 ｏ ぎ “ ∽ ♪ 曽 邑 Ｆ の 一 ” ユ ぞ ８ 一 ｏ 諄 ８ 日 ８ 〓 Ｆ ド 器 ε 計 算 Ｌ ぞ 〓 島 ８ Ｈ 曽 ｐ ∪ 鼻

Ｆ 一 自 ｏ Ｆ ” 鰤 ∽ Ｆ ｏ 貯^ 日 い ｏ
，

一 ｏ Ｆ Ｑ ｏ ｏ 一 沖 ｒ ” 一 〇 ０ 】 日 ♯ Ｏ Ｆ Ｈ ｏ く ｏ ” ● 魚 ｏ 日 ｏ ρ Ｓ ｏ う ０ ０ ” ョ 記 餞 け ０ 魚 デ ｏ ■

一 ぽ ｏ 「 ｏ ・

Ｈ 口 ” φ 降 ５ 諄 ” 一 ピ ８

，
∽ ピ Ｆ Ｏ ｏ 」 Ｆ ■ ｏ ざ ● 的 段 ） ｏ ｏ ｏ デ ｏ φ ヨ ｏ Ｌ ヽ 出 ざ ヨ Φ メ ） 【ゝ 目 鷹 ” 　 ヽ

ヨ 器 ８ 工 ＆ ぎ 専 ｏ ｏ 」 Ｆ 日 ざ 歩 器 ” 由 Ｒ 器 箋 日 Ｒ ぎ
，

ご 巳 器 諄 Ｑ ｏ 諄 ｏ 」 ８

，
Φ

一 汀 二 ∽ ｏ ・
中 お Φ 巴 口 ｏ ● ¨ ぞ ｏ ● 質 ｏ 誅 ０ 魚 ｒ Ч ８ 晏 翼 ● ｏ 一 ｒ Ｏ Ｐ 痣 串 Ｓ 一 １ ” φ 一 ０ 日 』 ８ げ ら 日 由 お

・ 　́ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ ト
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ぎ 彗 φ Ｓ Ｅ Ｆ ぎ Ｆ 巳 Ｆ ＞ ● ８ 巨 ８ Ｒ ８ Ｒ ｏ ｅ ■ 器 Ｒ ８ １ ８ ６ 曼 計 慶 饉 ヽ

鴨 お Ｆ げ 算 計 ８ Ｌ ３ ● ３ ぎ ｒ
，

ュ 静 Ｏ Ｌ 臼 層 Ｌ ヾ こ ７

，
ｏ ８ Ｌ ｏ の 中 ■ ９ ε お 鮎 ご

中 口 ∽ Ｐ ｏ ● ” ” ぴ ∽ Φ ５ ｏ ｏ げ Ｃ Ｈ ” 一 い 】 ■ Ｆ 」 亀 」 り ‘ Ｑ Ｆ “ 桑 ） 喘 Ч 出^ 町 ０ 金 ” ρ ‘ ｏ η 〓 ０ ● ∽ ０ ５ 】 ヒ Ｆ Ｈ ｏ 一 Ｇ Ｈ ● ・ ” ∽

お 遇 ■ ＆ ８ 日 ｏ す 器 ● 巳 ヾ ざ ９ Ｓ Ｐ ） ” ● ２ ８ ■ ３ 粋 諄 ｏ ８ ８ ■ 汁 Ｐ ｏ ９ Φ 】
，

自 ”

（ Ⅷ ５ ” 一 ∽ Ｑ 嘔 と Ｆ 目 席 い ・ や ヽ ｒ ｏ ■ ” ∽ ］ ０ ● 咀 い ｍ け ｏ も 壼 匡 Ｆ 距 Ｌ Ｅ Ｆ Ｕ 】 ｏ い も ｏ 」 ｏ ♯ ∽ ギ と δ ・

ン ３ ５ １ ３ ８ ぎ Ｓ ｐ 目 ■ ｏ 目 ● Ｑ ざ ｏ ｏ 円 ぞ ｏ ●
，

Φ 日 ９ ８ ■ ８ ８ ０ 賛 ヽ Ｒ 静

い 目 Ｒ Ｆ

，
ｏ ８ Ｌ ｏ ８ ８ く Ｒ Ｆ

，
お ‘ 麻 酔 ピ ” ■ ” ｏ ● Φ Ｌ 〓 口 。 ● ｌ Ｆ ｏ ● 多 ５ ｒ 針 ８ 日 ０ お “

宰

，
ｏ 日 野 一̈ 翼 Ｌ Ｆ φ ・ ｕ ８ ｂ ３ １ 一 自 嘔 Φ 盟 電 目 ぉ ８ ８ 営 魚 ８ ■ 針 臓 質 ∽ 巴 ２ ６ ■

Ｆ 選 も Ч 一 澤 お ｑ ω ぽ Ｑ 邑 〓 ´ ぴ ｏ オ ） り ｏ Ｏ Ｆ ｒ ド ” ゛ ｒ ｏ ● 哩 σ ９ Ｅ 『 口 ” ”
，
Ｆ ｒ 題 ま ５ ● つ く 。 【 甲 Ｆ り Ｑ 平 ５ 【

０ ● ∞ ” 的 ｏ 日 。 ュ 〓 ュ 停 Ｉ 島 ０ １ 目 日 ざ ま 降 〓 澪 ） ８ ・

ピ ぞ ８ 翼 日 ” 辟 目 ψ̈ ぎ Ｈ ８ Ｆ

，

ご ぼ ｏ け ュ 一 ” Ｌ ｏ い け も 留 由 Ｏ Ｌ 賀 ぞ 賢 キ 辱 け ”

ぴ ｏ ｏ ” β ∽ Φ 諄 げ ヨ ｒ 単 ｝ Ｆ 逝 ｏ ヴ ８
，

デ 禽 浄 ｐ ” ま Ｈ ｏ ８ オ Ｃ ” ● 魚 Ч ｖ Ｃ 日 Ｂ ハ げ ｏ 曇 】 Ч 魚 当 Ｏ Ｌ Ｆ

こ Ｆ μ 一 Ｈ φ ｒ 邑 巨 Ｆ ” く ” Ｌ 」 Ｒ こ Ｎ φ ∝ ぽ 一 ｏ い い 一 ” ∽ わ ０ ０ ● ” り ０ ０ ∽ ∽ ぃ び Ｆ ｏ 「

一ξ ｑ ヨ ８ 臓 器 ざ Ｌ Ｏ Ｆ 幹 ‥ ３ Ｆ Ｆ 帽 ■ ■ ぎ ８ Ｌ 魚 ご ８ 日 ０ ” ３ 乱 争 露

８ り ｏ ｏ ■ ぞ ” お け 餞 ｐ Ｆ 椰 日 Ｏ Ｐ ” ８ ぞ り 出
，

―

∪ヽ ♯ 一 卜 ∽ 串 ド ｏ Ｈ ｏ 日 Ｑ ９
，

２ 濡 も 」 ｏ ぃ Ｆ 賛 ど 、 ０
，

痺 ５ Ｌ い ｏ ． い
，

お ２ つ ｏ Ｈ Ｏ び Ｌ 田 Ｘ ■ Ｆ 肖 ｐ 日 彙 ｍ も ｏ “

わ 浄 ヽ Ｊ δ 僣 Ｆ ”
，

ぴ ｏ 諄 ｏ ■ ● 漱 卜 Ｏ ｏ
，

■ こ 喘 Ｌ ｏ Ｐ ” 餞 ０ ● ｏ 串 “ ● 曇 日 ｒ 』 る Ｈ Ｆ Ｆ ｏ い 魚 ♂ ● Ｂ Ｆ ” Ч ９ ミ

も ” 口 ０ ● ０ ０ ９
¨

ピ ぞ α Ｆ 彎 降 Ｊ ． 榮 お Ｆ 出 り Ｐ ・
ｏ 魚 ｒ あ ゝ Ｈ Ｒ ｏ も 鶴 薔 ピ 中 賀 ぞ ｏ ぴ Ｆ 器 “ ざ ヽ ９ ■ ｇ ■ 津 ご

中 オ い ０ 毎 ｏ ” “ 一 ８ Ｐ 曽 ュ ヽ ｏ 口 日 と こ 二 ； ● 魚 ● ■ 日 日 颯 員 卜 き Ｐ Ｆ ” り ｏ 日 障 Ｏ Ｌ 』 ” 諄 Φ ｏ

ま 静 ｏ Ｌ Ｆ Ｈ Ｆ そ 浄 ぼ
）

φ ８ Ｈ Ｅ 『 ０ 口 ３

ヽ

照 ● Ｓ Ｅ ３ ぎ ８ ｏ 日 〓 Ｆ ８ 毯 躊 『 踏 Ｐ 目 帰 偶 己 旨 ∞ 轟 一 ｒ Ｒ 静 営 ぎ Ｈ

Ｐ ３ ♂ お 電 ９ 営 ヽ Ｌ ｂ 〓 ば “ 諄 巨 ８ ぞ ８ ぎ Ｈ 性 ∽ ＆ イ 遼 目 ８ ュ 配 ざ ｇ 出 Ｌ Ｆ

■ ビ 邑 Ｆ Ｈ ｏ Ｆ ビ Ｆ “ Ｌ Ｆ Ｌ Ｆ ｏ ｘ ｏ ｏ ２ 日 配 ご ヽ づ バ き 』 浄 ｙ Ｂ 出 ヽ 崚 〓 ２ ご 「 単 Ｆ ｏ 日 ｐ ω 日 魚 σ Φ

∽ 駐 路 ＆

，

障 潟 争 臓 ↑ 静 ｏ ８ ＆ ｏ ● １

口 ｏ 一 Ｆ 奉 日 ｐ 日 長 Ｐ 円 ■ 日 ヽ 鴨 ” 諄 ‘ 辟 い ０ ■ 弩 Ｌ 灯 Ｑ Ｅ 一 ８ 魚 ゼ 豊 針

路 ｇ き ３ 一 ｏ 諄 け ８ ● ｏ ユ 営

，

Ｐ 零 巳 二 つ ８ Ｆ 嗅 こ ユ ロ ３ ８ 日 買 ０ ８ 〓 中 ｏ 日 日 ｏ

” ］ Ｆ 虫 ０ ■ ｏ ら 一 口 ” Ｆ Ｆ ｏ 沖 肖 一 Ｆ オ ¨ ” ∽ ヨ δ 目 ” ｏ や ヽ ０ く ９ こ 「 Ｑ 澤 Ｋ 肖 口 話 ■ Ｆ （ 汽 Ч δ “ 」 Ｈ ｏ ” 円 “

ヽ 目 Ｆ Ｔ 還 諄 ｑ す 国 ■ ５ 【 騨 ビ Ｆ ＞ Ｌ 軍 撼 己 む ¨ ｏ ８ り 日 ｐ ま 日 野 ヨ ヽ ３ ８ ■ ８

日 要 ８ ３ ｏ ざ 配 ｏ ８ ● 讐 ８ ■ ８ ３ ■ 諄 ヨ ｏ ｏ ｏ ８ ● ｒ 貯 自 ８ ヨ 一 ト ー Ｆ ５ ８ ヾ Ｒ

■ げ ぼ Ｆ ” 串 る 日 ｐ Ｆ Ｒ 螢 融 」 日 魚 Ｆ 選 も 片 Ｆ ｏ ｏ ｐ 贅 ３ Φ ｘ 只 も 自 目 的 日 ヽ ０ ０ ｓ ３ ● 国 Ｆ 譴 ぴ ２ け ヽ

“ ヨ
，

■ ８ ９ ９ 自 静 ｐ
，

３ 社 げ ■ ぎ ユ
，

ξ Φ ■ 』 Ｒ
，

ｏ 日 ３ 罵 ３ 墨 よ ュ リ ＆

静 ｏ 中 ● 魚 諄 ” 一 Ｆ ｏ Ｈ ｒ ｏ
，

津 ” オ ） 魚 ” ｏ 〓 露 静 【 】 ｏ す Ｅ 一 ● Ｌ Ｅ 甲 ｐ ］ 口 ｏ ● ● ｏ 一 ヨ ユ ２ Ｆ ｏ ■ 一 ｏ ● ● ２ Φ 喘 φ゙ ” ● “
い ０

Ｆ 戯 蝙 げ 諄 Ｒ Ｂ ｏ Ｌ ｍ ５ 鮎 』 る 燎 卜 ∽ だ ｏ デ ” φ ｏ Ｆ ａ Ｓ Ｌ ｏ ● 日 ｇ 諄 ぎ ヨ 出 ‘ δ 鰤 ♂ 【 串 お

も 【 ０ い Ｏ Ｌ Ｆ 一 Ｆ ） Ｆ そ ♂ Ｆ Ｈ ８ Ｅヽ Ｌ 日 “ 由 ｏ い け ｏ オ 出 Ｆ ｄ ユ 串 一 目 ∽ Ｆ ” ｏ も け ｏ ∽ ｐ ハ 印 お

客 ε μ Ｐ ぞ ュ

，

ｌ Ｆ

，

Ｆ ヨ 器 炒 Ｓ 目 ＆ ご ● 詳 饉 ｏ 日 房 一 『 贅 鮎 ｒ ● ８ １ 〓 暑

中 ０ 日 曽 く 卜 餞 計
，

３ ８ 』 “ 日 路 【 ｏ ” ヨ ｏ 目 醤 乱 浄 』 Ｒ 檸 只 ０ ユ Ｆ ｇ ５ ｏ ９ ８ 一“ 〓 “ ８

ｒ ｇ 昴 ヨ ぎ ３ ８ づ け ＆ 巨 日 φ 魚 と 、 ぃ ｏ 日 諄 〓 目 ８ ５ 鮎 Ｐ 件 許 ８ ｏ ３ ＆ 計 静 Ｒ 営

Φ 諄 叫 岸 貯 壼 お ユ Ъ 彎 ＆ ● ３ ぎ ■ φ ｏ ８

，
単 ８ ゞ ロ ト 日 ｏ ュ ー ８ Ｒ Ｉ Ｂ Ｐ

の ば ヨ 臓 営 “ 巳 中 巴 」 Ｆ Ｓ ● ■ ｏ お ８ ８ Ｉ Ｅ 憲 Ｆ “ ざ ♂ 二 ぎ け ８ ８ ８ 一 Ｊ ● 鮎

片 　 ■ ” の 　 び ｏ ２ ｏ 「 ｏ 魚 　 ヨ 〓 Ｆ 　 ” 　 日 ｏ ３ ９̈ 己 昌 　 』 賛 ■ ご 「 　 蜜 Ｆ 　 Ｑ ａ Ｆ ● 乳 り 　 も Ｈ ｏ ８ 詳

（ オ ８ 日 り 一 彗 ｏ ８ ８
，

Ｐ 計

，
８ ８ 一 ＆ 恒 げ げ Ｂ 器 ３ い Ｈ 串 ５ け 針 記 予 庁 Ｆ ざ オ ぎ 日

，
０ ８ Ｌ 鮎 性 お Ｆ 自 Φ き ュ 日 】 Ｑ ” い 鮎 ピ Ｆ づ ８ 選 Ｒ 訪 Ｒ 』 鼻 員 ｏ ｌ ｏ 出

，

‘ お お

９ ８ ＆ 訂 ぞ Ｆ 町 』 愚 ヽ Ｆ ｏ お ぎ 糧 ｌ Ｆ ｌ ぞ ざ ｏ Ｌ ｏ Ｌ ” ざ し

，

日 層 Ｆ ご ０ ３

一 Ｆ ” ● 一 ド ｏ 日 Ｐ ” ０ 一 Ｏ Ｈ ぽ ” 魚 ｏ メ δ Ｈ ｏ 凶 Ｆ 一 ０ 魚 げ ｏ 沖 肖 ｐ Ｆ ｏ ■ 口 ぶ ■ ｑ だ 環 Ｍ Ｅ φ 】 ） 目 彎 ｏ Ｈ ぞ ぽ ″ ∪ ９ ８ 只 Ψ 一

１ ３ 憚 身 ざ ｒ ｉ 彗 魚 ∽ け ■ 目 営 ∞
，
お 津 ” Ｌ 庁 Ｐ ＆ 〓 ρ 浄 ｇ 」 Ｆ ３

ヨ ｒ 悩 ｏ お Ｈ ぞ Ｆ ｏ ｓ ｒ ８ わ Ｆ ｏ Ｌ ヽ ぴ ｏ す ｏ ｏ ８ ｏ 脇 げ ● Ｒ 諄 ０ 貯 ヨ ５ ０ 日 ● Φ 謀 誅 ｐ Ｆ

ヨ ｏ Ｌ 魚 ぎ 〓 讐 そ ｏ ё ＆ Ｆ 諄

，

粋 ぴ 算 ザ Ｆ ｏ 営 鮎 目 φ ョ Ｆ ｏ ぎ Ｌ 魚 日 洋 Φ 静 ｏ け

ど 噂 ０ 円 ” ８ ０ 算 ∽ ” 彎 留 Ｂ Ｑ
，

関 Ｆ ｏ ヨ ぎ ♂ 貯 日 ご ヽ 日 ３ 優 許 ■ ８ ｏ 「 ８ ８ ギ

ｏ く ｏ ■ い ｏ Ч ｏ 、 ｏ ● ユ 】 る ｏ Ｑ Ｒ ン Ｌ Ｏ ● ・ ］ “ Ｘ ψ Ч ｏ Ｃ 日 “ ０ 【 ｍ 、 Ｌ Ｆ 」 ♂ 焉 目 Ｐ ｏ “ す ｏ も ｏ り め ら ０ ０ 日 Ｒ Ｆ
，

ｏ 日 ヽ ”

ヽ 円 ９ 彗 ３ ８ ８ ■ ζ ５

，

９ 邑 讐 ご 予 肖 ュ ∽ ｏ ぎ お ８ ８ ¨ 営 ｌ ぎ ぴ ε ｏ 「 ｏ お

」 ｏ ぼ Φ ノ δ ヽ ｈ ３ 日 』 Ｆ げ 出 ） ｏ 」 鮎 Ｉ Ｂ ８
，

Ｒ ｏ Ｆ 円 ピ Ｆ Φ
】 り

，
計 “ ” ● Ｓ

，
日 性

，

ｏ Ｆ ミ ピ 評 ｏ

ｒ ８ ８ 属 調 器 ざ 群 薔 び ぞ ８ 日 も ８ ０ Ｐ ∽ Ｆ ξ ”
，

器 日 ｏ 魚 Ｆ ） Ｈ 電 〓 ご 曽 熟 ｒ ” 摯 諄 ８ ８

８ 【 Ｌ
，

肖 Ｒ 〓 口 ８ お 申 ユ す Ｂ ｌ ８ ● Ｆ 器 Ｂ Ｈ 』 曖 二 』 器 ざ 囀 し Ｆ ｏ 色 Ｆ ｐ ざ ぎ

” 目 ｐ 調 器 椰 Ｒ
，

９ ８ ｏ Ｌ ぴ ピ ● ９ ” 買 ８ ３ Ｆ 一 目 の ８ 魚 ｏ ご ヨ 器 け 庁 ８ 日 ｐ ２ ュ 目 ω

” 許 ” 鮎 日 お り け 一 ｏ Ｆ 】 日 菫 許 げ ０ 」 」 Ｓ 咀 卜 鎗 囀 ∪ “ ０ 資 』 〓 Ｆ ） １ ９ 』 魚 げ Ｏ Ｆ Φ 」 ｒ あ げ 贄 ユ ・

ヨ ρ
，

ｏ Ｌ 一 匡 酔 ヨ ” 目 讐 ぞ Ｓ

，

８ Ｒ 日 ８ ８ Ｒ 日 ” 菫 Ｆ ８ ８ 日 円 ● ． 出 ２ “ 鰤 出 ヨ ミ ∽

ぴ ８ ● Ｆ 弯 ６ ｇ Ｏ 簿 ¨ 〓 １ ３ Ｓ ８ ８ 晏 Ｆ ｏ ● ８ Ｒ 単 滲 も ８ ■ ● ｏ ● む 曖 ヨ ＆ Ｆ “ ♯ ８ 庁 ■ Ｂ Ｅ “

囀 ０ 日 Φ う Ｏ Ｆ 詈 “ 目 き ■ 一 Ｅ お ■ Ｈ ユ Ｌ ８ ■ ９ δ Ｈ 日 Ｈ ｏ 諄 Ｌ Ｆ Ｏ い 咀 ュ ● ∞ ｒ 喘 も 諄 Φ 器

】 日 ‘ 資

び Φ 串 お け ｏ Ｈ Φ ” 勲 饉 晏 お 酢 り Ｈ ｏ ０ ９ ８ ゛ 自 員 ψ ぃ ０ 日 ‘ 話 ヨ Ｆ 出 口 Ｌ り も ■ ｏ 梁 肖 く ” 餞 葉 ） り ｒ ｏ Ｆ ” 魚 ● ９ ■

ｏ ぴ 中 と Ｂ ５ 魚 　̈ ” ● ヽ 　 ” ゛ 　 一 ｒ ５ 　 ” ” ｏ 　 ｏ ぃ 　 一 ‘ く ０ ● 言 「 ｏ ｏ ■ ８ Ｐ 　
，

ュ Ｌ ｐ ｏ “ け 　 デ ” “ 中 口 ” 　 ｏ く ｏ Ｈ 　 び Ｏ Ｏ ロ

Ｆ 翼 Ｌ ０ ０ 日 ０ ■ 浄 ０ ぉ Ｆ “ 目 Ｌ Ｆ ぶ さ ｏ 饂 】 贅 汁 ｏ い 諄 ■ 軍 ５ Ｆ ” ３ ” 鳴 ” ｏ Ｏ ” げ ♂ ０ は ８ ８̈ ８ ” 聾 ８

日 Ｐ 串 る 一 Ｆ あ 障 ５ ∽ φ ■ ” ∽ け
，

０ ９ に も Ｌ い ｏ さ 日 一Ｓ ２ ） ０ 父 Ｖ ａ Ｏ ● む ｏ 日 ぽ Ｎ ” ぴ ｑ け ∪ ９ Ｈ ５
，

ヨ Ｆ ９ ∽ ｏ

中 げ ● Ｐ 浄 甘 二 旨 ｏ く 』 “ ｏ 口 ぴ ９ δ ● ｐ ヰ “ 一 Ｒ 賛 く ｏ 眸 ５ 月 も ｏ ■ ８

，

日 Ｆ Ｓ
，

ｏ 一 Ｆ ■ ｏ Ｌ 巨

１ ９ 只 げ Ｆ ” ● “ り 月 ｏ ぴ μ げ ］ 灯 ｌ ｏ コ 』
，

ｇ
，

日 ０ 】 る 二 ” り 勲 串 ５ “ 咀 Ｐ Ｆ 円 」 ｏ の ｏ Ｆ “ Ｌ ｏ ● ■ ” ｏ ● ｏ 一 一 ｏ

げ ｏ の Ｆ 肛 Ｆ ｏ ● ・
ド ｏ 」 』 Ｏ Ｑ Ｆ ｐ ∞ の 日 Ｐ ‘ ∽ 一 ぴ ｏ デ “ Ｈ 一 ぴ Ч の ♯ ｏ ぽ ” （ ｒ ∽ ” も り 喘 ｏ ぴ ” ま ０ い ・ ∽ Ｆ Φ 【 ｏ 史 』 ‘ δ “

ｏ゙ Ｌ く ｏ ｝ ５ 【 串 ５ 障 』 】 日 轟 」 δ ● 申 お 滅 る 配 ） ” ● ｐ 一 Ｆ ｏ 」 住 ぱ 【 ｏ Ｌ 温 籠 ” ψ “ ぞ 甲 ・ ０ ２ 日 ● Ｐ ■ ｒ ｏ ●

ぽ ｏ 」 ｏ け 」 Ｒ 口 ｏ “ 一 ｏ 日 ｏ 日 ヽ げ ｏ Ｃ 】 ● 一 ｏ （〓 一 ● ● ｏ い 　 一 ｏ （ ど い ｏ ● ● ｏ デ ビ Ｐ 一 ｏ い ■́ Ｆ ” 一 Ｆ ” 鰤 も ” の り ｏ ●

＾ 　^ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ Ｑ
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げ ヽ い ０ 一 Ｆ ” 一 Ｆ Φ 」 Ｆ ｏ ● 叫 Ｆ 一 ｏ い ｏ ■ ヽ い ” 申 ュ ∽ ” 鮎 離 い ｏ り ｏ ｏ ∽ 一 〇 ０ ● Φ ６ 焉 ｒ ｏ 」 ） ｏ Ｓ コ 咀 Ｏ Ｌ 咀 町 Ｈ Ｐ ” ● 鮎

〓 貿 Ｅ Ｉ 皆 ゛ ぼ お ぎ ８ ■ ３ 臓 ＆ ８ ８ 贄 § 鷺 匡 Ｆ の Ｆ 【 諄 ＆ Ｆ ● ３ 臓 静 ∽

日 興 瞥 Ｆ 讐 ８

，
彗 曽 く Ｒ

，
‥ 夢 ｏ 」 ω ¨ 一 Ｆ ８ ヨ 器 ” ８ ぽ Ｐ ぞ 目 目 ∽ お 庁 ３ ８ ｏ

ｌ ピ 巳 Ｆ 餞 ガ 日 の 議 員 汁 Ｆ Ｈ 〕 田 ｐ ｐ 島 ８ ■ 躁 ｒ げ Ч い ｏ 日 ８ ５ ∽ い Ｏ Ｓ ９ δ 【 ” ｏ Ｆ ８ り ｏ ヌ 鮎 ５

由 ８ 厭 む 〓 計 洋 し い ｏ ● ８ 呂 ”̈ 器 魚 ざ 器 ” 摯 贅 ユ 諄 颯 Ｈ ９ ６ 目 日 ８ 【 ぴ Ч ” 兵 浄 翼 ″ ９ ５ 日 も ｒ

” φ Ｆ ｅ ｏ Ｌ ８ 日 虹 耳 び ｏ ｏ ｏ 日 ｏ ” パ 〉ヽ Ч ” 円 ０ ０
，

〓 ０ ８ 日 も ” Ｌ Ｏ
，

Ｕ 二 ｏ ● 串 ５ 沖 肖 ９ ユ ● ∞

日 ５ ヽ Ｈ 脇 ● ” Φ ´ δ 月 ヽ ｒ Ｏ も Φ ｏ い 饉 “ φ 庁 Ｆ 魚 ヨ ” φ 』 ｏ ● Φ ” ヨ ５ 寧

り ヽ 日 ∽ ｏ 日 ヽ 員 〕 ” ∽ ｏ ヽ 日 ｏ 鮎 り ｏ ｏ ８ 」 ∞ 』 ｃ Φ 【 げ 」 ｏ ” 貯 』 ” ∽ 一 　̈ “ 目 口 魚 ビ Ｐ

，

も Ｈ い く ” 壼 ω Ｘ^ Ｍ Ｌ ぴ Ｈ ｏ 口 ｏ ｏ ・ヨ ユ 」 Ｆ

嗣 Ｆ Ｎ ” び ｏ 一 ｒ Ｈ ｏ Ｈ ” 一 ｏ ９ 一 デ ｏ ｏ く ｏ ● け ｏ い Ｌ 圧 ） 魚
，

Ч す ｏ 沖 肖 ｏ ・

哺 ぽ も ３ 資 Ｅ ヾ Ｒ フ Ｆ ｏ 色 げ 器 Ｆ 員 性 ♭ ∞ ロ ロ リ ｏ 【 Ｆ ざ お 乱
，

ぎ ■ 鮮 ） ● 魚 Ｆ と

０ ● Ｏ ｗ ０ ０ ９ 風 Ｈ Ｏ 口 一 Ｏ Ｕ ぽ 燿 ツ げ ⊆ Ｆ ´ ヨ 中 讀 け Ｆ Ｌ Ｆ ） ｒ あ 一 “ 理 ヽ ｏ ■ ↑ ヨ ｑ げ “ ↑ Ｌ Ｆ ” 一 〇 Ｆ
，

ユ ｏ 津 ｏ

ｏ ｏ Ｌ ９ ｏ ● ｏ Ｑ Ｆ 弔 ” 器 日 ０ ９

，
Ｆ ● ｏ ｏ 一 ” い 』 げ Ｈ 』 げ ｏ 員 ｒ も ｏ り ２ 一 ぴ Ｌ Ｌ Ｊ 「 ” り 一 Ｆ ３ 尋 ∽ ｒ わ ｏ ｏ こ 巨 “

． ０ う Ｏ Ｏ ｄ Ｒ ” 鴇 Ｆ Ｈ 器 ざ 駐 争 い ｏ 詳 １ ３ ８ Ｂ ８ ８ 注 灯 ８ ■ ｏ 粋 器

ぃ は ” ∽ 日 ０ ３ も ０ ０ も ざ ● ” ● げ ｏ
，

３ ｏ ● ９ 諄 ８ ビ 輌 串 ５ 日 ” 電 す 器 諄

，
８ ヽ

．ｐ
，

き 営 聴 ● ｏ Ｂ Ｒ り Ｆ ｏ ＆ け 器 日 酔 け 鴨 一 ■ ２ 強 Φ 赫 Ｒ ８ 曽 『 ∬ 器 ヨ 〓 旨 ユ 屁 ８

ｏ Ｆ 遇 ざ ■ 閣 園 り 「

ｇ Ｆ 日 Ｚ 串 お ヽ ‘ く ｏ Ｈ Ｏ “ ｂ 目 ｐ 固 ｒ Ｎ ” げ ⊆ 辟 ｒ ” ∽ 喘 岸 諄 Φ ●
，

Ｆ ｍ 一 ｏ ｏ ｘ ” ∽ づ Ｏ Ｈ ” 一 Ｏ Ｆ Φ Ｈ ω ｏ 属 ” ｏ

戦 鋒 難 鐙 難 が 一轟 鐘

鴫 霙 群 騨 ぶ 輝 鍵 薄 漠 愛 野 罪 轟 坤 蹄 新 鮮 斃

い お け り ｏ ■ ‘ り 出 ・ 蜜 Ｆ Ｕ 曽 お ヽ ∽ 』 “ 日 お ” 』 σ ｏ ” ω ↑ ａ ¨ ヨ Ｆ
， ，
日 げ ２ 囀 ｒ Ｏ デ ” “ び ｏ ｏ ● ” げ ざ ざ

甘 Ｌ ぽ ２ 〕 ¨ ” お ぽ Φ Ｈ 　 」 ｒ ８ ● ９ 弓 　 ∽ Φ ● ∽ ０ （ Ｌ ¨ Ｆ ｇ 『 　 ２ Ｆ 一 ｏ 」 ． の 　 の “ い Ｏ Ｌ う 唆 Ｐ 　 り 　̈ ■ ”ヽ め 　 ∽ ９ 日 ０

§ ω β ” き い ざ 〓 計

，
単 Ｆ ュ 降 ざ Ｆ 争 器 轟 ξ ｏ ユ ８ 静 魚 ミ ト ー ぎ

お 津 」 日 魚 ” 諄 目 『 ｏ 鼻 ８ 諄 算 Ｆ ♂ ８

，

” 椰 ” す よ 口 害 一 争 ｏ ３ ５ 邑 鮎 ぽ ｑ ■ ５ ぎ

』 覇 鍼 総 聾 『 電

。 ξ

¨
８ 日 厚 ざ 魔 Ｈ § 理 Ｒ Ｆ 還 Ｉ ン

の ぎ ８ 』 働 ● β 串 旨 Ｐ Ｒ ∪ 彎 Ｑ ）∽ Ｐ ８ ‘ 言 Ｌ ♂ ユ ー

，
ｏ 鼻 ８ Ｂ ｏ 日 ぎ 【 げ Ｑ

，

諄 Ｆ ∽

・
０ ０ 口 ０ い ０ ヨ ・ ” φ 壼 リ コ ９ Ｊ ユ ゛ プ ギ Ｌ 員 」 げ “ 一 〇 Ｑ δ う ｏ 】 『 諄 Ｎ ヨ 凸 口 い 斜 日 Ｆ ” “ Ｈ ● 曽 Ｐ ψ 諄 Ｑ Ｆ ” ■ 一 Ｆ ” 一 Ｆ ｏ

　^ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ， 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ∞

一 ０ ・０ く ０ 」 ０ ０ 日 ０ 　 ” 一

ｏ “ Ｆ Ｉ Ｉ

ぃ 日 い ” 理 器 口 む ｏ そ Ｆ ・

Ｏ Ｆ 曽 巨 ２ を ｙ 〓 じ も ０ ● ∽ 洋 浄 ２ ．

】 Ｆ あ ざ と ヽ ８ ｇ 計 い ０ ● ８ ■ ビ 陛 蜜 Ｆ ■ ｒ ６ 器 ｒ ” 魚 ８ 日 Ｂ 曽 静 魚 け ざ Ｆ 品 ｒ ８

２ ｏ Ｈ Ч 　 ” ” く ｏ 　 ヨ 「 ” Ч 一 ０ 　 ” 　 目 Ｐ Ｏ 口 ｒ Ｏ ● ゞ 巴 ヽ Ч 　 ０ ０ ● い 蹟 μ ｏ ● デ Φ 」 ｏ 　 ｏ ● Ｈ ０ ０ ０ 【 ‘ 汗 口 ¨ り ｏ （Ｐ Ｆ ｏ̈ ｏ 一 　 ”

８ 一 Ｈ ｏ ” ３ こ う こ 】 ヽ 器 計 １ ３ ８ 日 Ｒ Ｏ キ 営 り ぎ Φ む ｏ ｏ 一 ｏ
，

争 ｏ ８ ８ ８ 鴇 Ｆ ＆ Ｆ 【

０ ０ 日 Ｐ り ０ の Ｃ Ｈ Ｏ い ” ３ ８ 【 ０ ” ピ Ｂ 巨 Ч 」 ｏ も Ｆ Ｏ “
い １ １

ゴ̈ Ｐ 颯 φ Ｆ ｏ Ｌ 匡 Ч ｏ Ｓ げ Φ ｏ Ｅ Ｂ ユ ８
，

曰 く 磁 げ 曽 ｎ Ｕ Ｆ Ｎ ” 一 ∪ ｏ Ч ｏ 口 Ｌ Ｌ 巳 内 計 一 日 Ｈ ｏ Ｐ 口 ｏ

，
” ↑ り Ｄ Ｆ ｏ Ｏ 目 Ｆ 】 ｏ い デ Ｑ Ｆ 一 無 げ ｏ ” び ｒ ） 一 ｏ も Ｈ ｏ Ｑ Ｆ 【 ０

，
● Ч ホ 、 ９ Ｂ 一 ２ 乳 ∽ ∞ ｂ ｏ 魚 ｏ づ け Ｌ δ 目 ‘ げ ｏ ｏ ” “ φ ｏ

す ｏ コ ミ ” の 日 ら 許 ω Ｏ Ｆ
，

も ０ 「 ” ∽ 一 ｏ ∽ ‘ ０ ０ ０ Φ 鰤 メ ュ Ｌ Ｐ Ч ｏ β ■

∪ “ 一 日 Ｆ Ｎ ” ぴ ２ 肖 Ｆ ” 摯 ● ｏ ■ 月
，
こ Ｆ ８ オ ） “ ぽ ｏ 日 お 彙 ｒ 買 ”

，

Ｈ 黒 浄 庁 “ ” ∽ 嗜 ｏ ● ” ⊆ 郎 ■ ■ げ ヽ

Ｈ Ｆ Ｊ 劇 ” の ” び 貯 ψ け ｏ ” φ ∽ Ｇ Ｈ Ｏ げ ｂ ｒ ヨ ユ Ｌ Ｆ 汁 ｏ ｒ 留 『 ” 匡 ｏ 」 げ ヨ ８ 巨 ス ） の ０ ¨ Ｌ Ｆ ” 一 一 ｒ ｏ も ■ ｏ つ ｏ Ｏ ● 一 ０ ぃ 」 Ｆ ｏ け つ

Ｈ 鮎 算 ３ ● ３ 〓 １ 器 匡 害 ぞ 『 ” ８ ど ］ ８ ｒ 卜 〔 富 “ 自 粋 ハ 壼 ω ｌ 巳 ５ “ デ Ｒ 肖̈

』 日 漱 Ｉ Ｓ 匡 ｏ デ 選 ０ 日 ８
，

鶴 ｏ Φ ｏ ■ Ｆ 粋 ゝ ご 弩 Φ お Ｓ Ｆ ９

）
Ｈ ｏ り Ｆ ｏ

，

Ｏ ｒ 弩 ざ 諄 ｑ ぞ ｏ ｓ 日 ‘ 諄 ぴ ｏ ● 日 ８ Ｌ り ｏ
，

く ｏ 日 Ч

日 邑 Ｆ Ｅ ｏ Ｌ り ＆

・ ３ 】 単 ０ ギ 器 〓 」 お ＆ Ｆ φ ヨ 器 ユ 旨 お き Ｂ 彗 ｇ 遇 】 』 二 ｔ Ｆ ８

毬 “ Ｆ 撃 δ Ｆ ” ■ 澤 Ｂ ざ Ｌ 諄 眸 計 隆 Ｆ く ｏ 昴 Ｈ ｒ 退 ） Φ ヽ ｏ ● ヨ 障 げ ｏ ω ” 〓 島 δ 〓 ユ

，

ｌ Ｆ 」 〓

Ｆ ” ´ δ 　 ら ｏ い ｏ ・ 　 目 　 ” 日 一 　 ● ｏ 一 【 Ｏ Ｂ 一 ” Ｏ Ｌ ｐ 　 Ч δ ‘ 　 Ｆ ● ｏ ｇ ・ヽ 　 Ｈ 　 い ｏ く ８ 　̈ ■ ． ” ｐ 　 Ｈ 　 ” φ だ 　 ｏ 目 ど 　ヽ ”

ｏ ｏ Ｈ 巨 沖 肖 一 ” げ ♂ Ｆ ｇ Ｂ ５ ¨ ” い
，

い ｏ ● ω 汁 Ｆ ■ Ｆ ″ Ｑ り 〔 ” ０ ２ ヒ 椰 Ｑ ∽ ｃ Ｆ ” 『 贅 諄 Φ Ｆ ｏ ｏ ● ● Φ Ｑ Ｆ Ｏ ● ´ ” ● ９

９ 〓 “ ” 餞 ｏ ● い ● 】 ヒ ♂
・
Ｈ ” 員 Ｐ ｏ Ｏ ● ま り ０ ０ ２ 汁 中 ５ 酔 目 ● Ч ● Ｆ ” い ｏ Φ ｏ い Ｆ ” ｏ も 岸 Ｘ あ の コ ユ Ｓ Ｐ Ｆ Ｆ ● 一 の ” ∽

Ｒ Ｐ ｏ ８ 目 い 営 魚 ∽ ぎ ８ 串 ξ ３ ぎ ぼ ３ ■ ”
い 一

し
  

ヽ
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Ｆ ” 鮎 い ｏ ” ● 一 ｏ ● 陣 ｏ ● ∽ ” 一 肛 口
ヽ ” ● 口
¨ ” ” い ｏ ｏ ” げ ｒ ）

，
∽ Ｆ ｏ コ ミ ” ρ φ Ｆ Φ Ｆ^ “ ● ｏ 一 日 ｐ ｏ ” ● 一 ｏ ず ｏ

Ｓ ● Ｆ ” も も ヽ ” げ ｏ ｇ け Ｆ Ｆ ． 口 ｒ

Ｊ げ “ Φ ８ ■ 軍 “ 静 肝 も ａ ● 一 印 ５ ヨ ” ∽ ∽ ０ キ Ｆ レ ヽ ８ ｃ ８ 魚 ご ∴ ｒ ｏ ８ 日 ユ Ｒ 串 ５ ８ ・９

げ ｏ Ｆ 鷺 ユ Ｆ ８ ８ Ｆ 中 オ ー ９ ｏ ” ぽ 餞 ｏ い ■ ８ お 、 ぴ Ч 辞 ｏ 〓 Φ ” Ｒ 汁 ∽ げ ｏ 日 ” ｏ ｏ Ｈ ｏ お Ｈ

『 一ヾ １ ロ ピ 日 目 日 の ０ 澪 ヨ Ｆ ｏ Ｆ ” 魚 ｏ い ｏ ① げ ｏ む お ８ 目 ｏ ９ ｒ ８ 〓 二 ｒ ） ９ δ Ｌ ● ” Ｒ ユ

目 ．恒 諄 ● ０ １ ８ 日 ０ さ す ｆ 母 ｏ も 鷺 庁 Ｌ 翼 ぞ ” 評 ８ ｒ ８ ・ ” 二 一 目 ｏ い お ” １ 器 φ ８ ●

げ ” ユ Ｌ お ｐ ■ ５ 鮎 Ｆ Ч ｏ ■ Ｌ オ ヨ Ｒ ｏ 栞 上 ヽ 自 螢 ｏ 器 鼻 ギ 餞 ♂ ｏ ８
，

ｌ ｒ ｏ Ｐ Ｓ Ｆ ｏ 【 二 け 」

” 目 Ｓ Ｎ ２ 日 Φ ● 一 φ Ｆ ｏ ∽ 増 ■ ぞ 甲 ・ ∪ 曽 ８ Ч
，
Ｓ 日 ｎ ｒ ″ け ｏ 串 お Ｈ ｏ ９ 日 Ｌ Ｆ ” Ｆ Ｅ 胃 げ ら 量 ５ ● 只 】 Ｆ ｏ

一 日 員 ５ Ｐ ” 庁 ぞ び ｏ ” ” ● ” ● 汁 ５ Ｌ 〓 ヽ Ｒ ざ 【 〓 ｏ 【 Ｆ ｏ 出 簑 √ ま も Ｌ 汁 出 目 の ユ ａ ゛ ざ ” ヨ オ 浄

Ｒ ぼ 盟 一 温 静 ユ ∽ ぎ ヨ Φ お ぼ 諄 ８ 蟄 滲 目 彗 ｏ 【 ＆ 置 日 ュ 諄 ８ 〓 ３ 酔 質 目 ３ 詳

２ ９ ■ ● 一沖 ヽ 　 ” 鸞 当 ● 】 ド ｏ 口 ｒ Ｏ ● 一 ｒ 　 ” い 魚 一 口 ｏ ● 　 咀 ｏ 生 μ ● ∞ Ｓ も ・ 　 ‘ ■ と Ｆ ｏ 鮎 ” び ｏ “ 一 （ Ｐ ５ 」 ｏ ９ ８ ｒ

口 Ｆ Ｎ Ｌ ８ 串 ″ １ ” ∽ ∽ Ｅ ８ Ｌ ｏ ｏ
，

げ 三 一 ∽ じ ロ ロ ｏ 一 ” ヨ ｏ Ｈ Ｐ ＞ 静 ｏ ■ ” わ 自 ｏ ● ｏ ｏ ｏ い ｏ ｏ δ́ 喘 』

日 ｒ 巨 ８ Ｐ Ｆ ｏ ● ” 日 ０ ざ ヨ 費 』 ■ ８ 」 ” 口 ” Ｐ ” ５ 一 ” 序 魚 日 曽 日 ０ よ 賛 ュ 一 ● ‘ ０ げ ｏ ∞ ” ● ― ‐

Ｆ^ く ” Ｆ Ｆ ” お Ｈ Ｂ Ｅ 朧 貯 Ｐ Ｆ ‘ 由 一 い ９

，
ｖ К Ч 滲 陛 Ｆ 窃 ヨ 自 ● ８ ぎ お 「 ８ ８

，ぎ 口 日 “ 諄 』 ｏ ｌ 日 ｏ Ｓ 一 ＆ さ “ ぎ ヨ 贄 Ｐ ｒ 身 Ｈ ” 辟 諄 ｏ 営 魚 ざ お ｂ ｉ

］ 口 Ｆ Ｎ ” げ ｏ Ｌ Ｒ り 　
，
ｏ 一 ｏ ● “ Ｑ Ｆ 口 Ｆ ｏ ● 一 　 ■́

，
∽ 　 げ ｏ マ ６ ● 鮎 　 ｏ ＝ ｏ 」 ｏ り Ｌ δ ● ・ 　 ∽ ド ｏ 　 ∽ 壼 選 Ｑ̈ Ｐ 　 ｏ ｏ Ｐ Ｏ ｄ Ｒ ｏ ９ ¨

３ ｓ σ 一 Φ 鮎 ヽ
，
い ０ コ ヨ ” ∽ 卜 巳 ５ ● Ｆ 日 げ 肝 〕 Ｆ ｏ い ｏ ● ２ ａ Ｆ 曇 ω 角 ∽ ♯ ぬ り 出 ｏ ● 一 ｏ い ｏ ９ Ｅ 弔 ” 四 圏 り ０ ● 一 ” ● 魚

（ 予 ｏ 埋 δ ■ 』 ｏ い 出 〓 貯 誅 デ ｏ き ｒ 賛 ユ Ｆ や 鮎 ざ 樹 滲 ｒ 鄭 】 Ｆ ｏ
，
日 ｇ 澪 饉 摯 ｏ ぞ ♂ 自 ｏ 「 ｏ

，〕 四 ｏ ．　 ｏ も ｏ だ ｏ ■́ ｏ 目 　̈ げ ‘ 一 一 ｒ ｏ Ｈ ｏ ・ ■ ｏ Ｌ Ｏ 」 Ｆ Ｏ 日 ● Ｑ ｏ び ｏ Ｌ 巳 ５ の 一距 ” ０ ∽ Ｏ ｏ い Ｏ Ｆ ｏ ｒ ｏ 斜 『 一 ↑ ｏ げ ｏ

３ ま Ｆ

，

日 ヽ ぎ ヨ 器 ８ ゛ 日 ９ ８ ざ 唱 ０ 詳 ８

，

Φ 浄 ご ０ 詳 Ｒ ８ ● ８ 雷 ｏ 務 手 目 Ｒ

リ ユ ３ ・ 目 ∽ ∽ Φ ● ８ Ｒ Ｆ ８ ｒ お 月 ざ 【 い オ Ｒ 計 ｏ ぎ 自 ” ” 計 『 ” 魚 単 ● Ｆ Ｒ 串 ５ 』 目 』 Ч

ｏ ぴ 件 ” Ｓ ｏ ● １ ビ Ｆ ぽ 一 員 紺 百 」 ｏ ● 一 Ｆ ” 無 出 〓 選 湧 ｏ も り ｏ ８ ● 青 二 日 ＆ Ｆ ” 臨 ｏ Ｐ ヨ Ｒ ｏ ２ ｌ ｏ Ｆ ｏ ●

ュ

，

” ヨ 腱 日

，

１ 目

，

８ ｏ Ｂ ｏ
，

〓 ｏ ざ

，

Φ ８ ３ ８ ● Ｏ Ｒ Φ ド ０ １ 器 １ ８ い 鬱 馘 げ ニ

ョ ” ∽ お 姜 Ｅ 串 貯 ０ ぞ き ８ ８ ８ 日 ０ ● 魚 匡 ∽ ｏ Ｌ ●

Ｈ ● 選 計 ｏ ｏ 』 ｒ ｏ 【
，

８ も ぞ ■ ｏ ｏ ８ 鮎 饉 ∽ Ｆ Ｆ ｐ 降 ５ ８ Ｌ 、 口 ０ 一 げ ｏ す ｏ ８ Ｌ 一 〓 ｏ ざ ｛ け ｏ

８ 日 雹 Ｆ ３ 諄 Ｒ φ 口 ｏ Ｆ ” 日 障 静 臥 ♂ ｏ Ｌ ｏ Ｆ Ｐ ａ Ｅ Ｅ 瀬 卜 Ｆ ｅ Ｆ 一 Φ ● 由 ｏ ● φ Ｐ
，

８
，

３ 編

♂ ■ ” ● Ｆ 諄 曽 Ｆ ∞ ｒ ｏ ｌ ３ ” ■ 甲 ３ ８ 電 Ч き Ｈ 静 ｏ マ 浄 Ｐ Ｆ ｏ ヨ 器 ぎ ８ ８ い お 二 当 Ｆ

Ｈ Ｏ ‘ ０ ０ 魚 け Ｏ Ｈ Ｏ ω ｏ ● ビ い ０ ● 一 び Ч 【 Ｌ め ∽ ‘ げ ψ Φ ρ “ ｏ ● 一 ］ Ｐ
，
¨ “

，
噌 ｐ 準^ Ｆ Ｏ 】 ｏ の 一 μ 口 ｏ ９ Ｂ も ” ∽ ∽ い ｏ ● ” ●

” ● 一器 “ ∽ ｒ Ｏ 諄 げ
，

ｒ ｏ ｌ ９ δ Ｊ ８ ８ 日 も ０ り Ｏ Ｆ ８ ８ 日 ぎ ” い ｏ ■ ９ 目 日 ヨ ュ 諄 ０ ” 自 Ｒ る ｐ

■́ デ ｏ ● Ｆ ｏ 　 ∽ ぽ ｏ Ｆ 【 ９ Ｆ
，
δ́ 　 ヽ ｏ ● ｏ ・ 　 Ｈ 由 ｏ 　 ｏ ｏ ５ ２ 一 口 鰤 ｏ ヽ ダ ユ 一 ぽ 」 ｏ も ■ Φ ∽ ｏ 目 由 ● ” 一 ｏ Ｆ ｏ ヽ 一 ｒ ｏ

の ぼ ｏ ● 撃 ｒ ｏ い 串 ５ 一 ” 許 贄 浄 日 お 巨 げ ヨ Ｆ 一 ｏ Ｆ 】 い ｏ ｏ 津 ｏ ｏ い Ｌ 戸 ド げ ｏ 費 げ 彗 δ 日 ３ ヽ ｒ ｏ Ｆ ” ε

♂ 日 ■ 日 も ｏ ∽ ａ 匡 Φ ざ ｏ ｏ ● ρ ● ｅ 〕 ” ● ロ ヨ Ｌ Ｆ ９ 颯 お 霧 Ｆ ” ｒ ∽ Ｆ 尊 ２ 旨 単 諄 １ ９ ２ 一 い ｏ ヨ

ぴ ｏ お ヨ 躍 ８

，
げ ヽ デ Ｑ ” ８ Φ 早 鶴 ｒ ８ Ｒ ド げ Ｆ ヨ Ｐ ＞ Ｌ Ｆ ∽ 餞 “ 鬱 慇 争 ｏ ８ Ｌ 魚 Φ 器 ■ ヽ

” ８ 夢 ” ゛ ぎ ぎ 魚 ８ ８ ３ 一 Ｒ ” 』 ｐ ‘ δ 目 ま Ｈ ｏ 彗 彗 ８ 国 ｏ そ 慇 Ｒ 署 ｏ 」 ｏ Ｆ ｏ ● 卜 ●
］ Φ

” ● 鮎 　 ” ● Ｘ Ｐ Ｑ ご い 　 ぴ ｒ 一 　 Ｆ い ｏ 　 （ ｏ ● ● 一 ０ ● Ｐ い ｏ ｏ 　 Ｏ メ ０ 月 Ｏ ω ω ０ ２ 　 Ｌ Ｏ 円 Ｆ 　 の ｏ Ｑ Ｅ ξ 言 卜 　 ∽ ｄ Ｏ ｒ 　 ”

ｇ 町 ｏ Ｓ 賤 ” り け ” ● Ｑ ｗ Ｑ Ｖ 』 魚 ｏ 日 ど ヽ ｏ Ｘ ” い ｏ Ｏ ■ ” 一 ０ ぃ 肖 詳 げ ｏ ■

，
● 魚 ■́ ド ｏ ● デ ｏ い ｏ ” ∽ ｏ ヽ 一 Ｆ ｏ Ｑ 』 σ Ｓ 】

Ｈ ｏ ∽ Φ 目 ざ Ｆ 円 ｏ Ｆ ８ Ｆ ｏ ” ● “ ω Ｆ ｏ ∽ 阻
，

― ‐

む ｒ ″ ∽ ● ｏ Ｆ ｏ
，

り ｏ ∽ ∞ ５ 踊̈ Ｌ ｐ 」Ｆ 」 Ｆ “ Ｈ 】 Ｘ 浄 げ く ｏ ¨ 」 Ｆ Φ ｏ 曖 ｃ ” げ ｒ ｏ デ ｏ 鮎 ］Ｅ ２ Ｐ ψ け ｏ Φ Ｘ も Ｈ Ｏ ∽ の ”

の ０ い い Ｏ Ｒ Ｏ げ Ｆ Ｗ 口 ｏ 口 ♂ 喘 串 ５ ω ｏ ● 陣 日 ０ ● 庁 ” く ０ ■ ｏ
，

♂ ５ ヨ ｏ く Φ 喘 ● ● Ｏ ρ Ｓ 』 ゼ ¨ ｒ 当 日 Ｊ ヽ

ぴ Φ 」 ｇ Ｅ́ Ｂ
，
・ Ｆ げ 目 ” き Ｒ 出 」 ｒ ” 一 魚 醜 電 一 諄 ｏ ● 一 デ ｏ Ｌ 鮎 ヴ ψ お Ｆ ■ 日 ヽ Ｌ Ｈ ８ 自 勲 ぃ こ

鴨 ” 諄 ｓ 〓 Ｌ ■ ｏ Ｌ
，

８ １

，
彗 Ｆ ｂ Ｆ ∪ 諄 Ｆ 彗 ８ Ｔ 】 Ｆ ８ ８ ８ Ｈ ８ 諄 ａ ｂ 日

唆 ８ 鮎 ｏ ● ビ ざ Ｆ 曽 ユ 】 Б 口 Ｆ ” あ́ ８ 諄 と Ｌ 灯 げ ｏ い ざ ヨ δ 魚 審 日 ０ ３ ″ ５ ■ 日 障 こ 打 Ｈ “ Ｅ ″

ｏ ８ く ざ ぎ お 貝 ” ざ Ｂ ヽ マ 壼 ざ 曽 ｃ ８ ｏ Ｌ 一 ド 器 ぎ ８ 日 ｏ ３ 目 ｏ ８ 鼠 ８ 身

〓 員 ｙ ｒ ヨ ｏ コ δ ● 田 ュ Ｈ Ｆ Ｅ ５ １ 日 げ ｏ Ｒ ２ ３ 諄

，
Ｅ ・” Ｌ ｏ

，

日 ８ ♂ 陛 Ｉ 器 ヨ 目 ３ こ δ 〓

８ 目 日 Φ ｒ ” δ ざ 想 ｗ ｕ 【 ９ δ ● ８ ● 由 Ｐ ｏ ” ｏ Ｆ 員 ｙ Ｆヽ Ｐ Ｂ ８ Ｌ ｏ Ｒ ヽ ９ 】 け ｏ ” 躍 ９ ８ ５ Ｆ
，
お

Ｆ 〓 ｏ （欧 膚 Ｌ ヾ げ ｏ お ８ ８ 障 “ 計 』 彎 串 諄 ９ Ｑ ” り 路 ご ■

を Ｆ ∪ 彗 儡 ■ デ ｏ ｌ 器 Ｆ ” 風 記 Б 鴨 日 諄 串 ５ 日 ” 算 ０ ぼ ぉ ８ ュ

，

日 ｏ キ ８ い 【 ＆ ｏ ●

ｒ ８ 貯 Ｆ ８ ０ 日 ＆ ８ ８ 〓 津 ロ ヨ Ｒ Ｐ ユ 静 ８ Ｆ ８ ８ ３ 諄 日 ｏ ユ ま 目 ９ よ ） Ｌ ８ ・

曰 口 ｏ （ Ｘ ヽ 口 噂 ｒ Ｖ 」 ｏ 目 げ ｏ ｏ ” ● Ｐ ｏ も ヽ ぃ ０ コ ユ Ｌ Ｆ ” 日 ∞ ｏ ま ” ● “ ０ げ ０ （ Ｆ ● 一 Ｃ Ｈ ぴ ” 口 ｏ ｏ ｏ ら ピ 障 ∽ 【 口 け ビ 〕 ｏ 「 ” ∽

二 傷 〓 Φ Ｆ ｏ お 囀 け ” 一 目

，

国 ｏ ｌ 諄 鼻 『 品 讐 温 さ 鼻 Ｆ ８ 零 曽 営 ８ Ｒ ８ Ｅ つ Ｏ ω 目 ｐ

色 乱 ヨ ｏ Ｌ ヽ ８ 一 ３ ８ 匡 ＆ 翻 自 ぎ ぎ Ｆ お ζ Ｆ り 亀 ざ Ｆ お 豊 鬱 ａ 諄 』 ぎ

も 目 ８ ョ 器 ざ ｕ Ｆ ３ ＆ 静 ♂ 陛 品 １ ５ 艶 Ｅ ・ ＞ け ♂ 記 計 日 ” さ 諄 Ｒ Ｆ § 饂

ｏ Ｌ Ｆ Ｂ Ｆ ぎ り と
，

―

ピ 巳

，
お け 出 貯 当 ８ ぞ ュ 邑 二 曽 ● ８ Ｆ お

，

■ ３ ８ 日 Ｒ ｏ ё ａ Ｆ ” 〓

日 仁 卜 も 〓 ｒ ８ ｏ ・ ヨ オ ぽ ざ ぎ 自 軍 Ｂ ‐ ＆ 乱 ま ヨ ． 静 ８ 野 三 ｏ Ｓ 騨 “ さ ミ 単 ε ユ い 質

Ｈ ２ 日 一 け ｇ Ｏ Ｌ ２ ０ ２ ｏ
，

・ ω Ｓ 一 諄 い ｏ Ｑ ” 口 曰 巴 口 貯 ● り ｏ 」 簿 Ｅ ０̈ ９ 　̈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ´

由 ・Ｂ 肝 粋 諄 ” ∽ 週 δ 目 」Ｆ 姦 “ 暉 ｐ
】 【 ｏ 「 Ｆ ｏ 鮎 ● ｒ ｐ ヨ^ ま ま 題 菫 手 ” ｏ ｏ Ｑ ユ

，
日 諄 ” 貯^ ） Ｌ Ｆ ● （ Ｋ

ｏ 窯 肖 鮎 ｒ ” 留 ユ 諄 ｏ Ｌ ” Ｆ Ｑ 日 ｐ Ч ｏ ｓ 鮎 ５ ８ ８ ８ 目 日 ｏ さ 」単 Ч ｏ ｓ Ｅ い ｏ ■ 日 Φ ” 懲 Ｆ 諄̈

Ч Ｖ 燿 “ ユ Ｆ “ “ Ｌ Ｆ ∽ 一 Ч ｏ こ 馬 」 ｏ ” ω Ｏ Ｐ “ 日 、 ９ お ● ” 啜 じ 口 諄 ｕ お ｇ 『 鮎 “ 【
，

３ ｏ Ｈ 一 ヨ 「 器 曇 ８

静 貯 お ０ ０ 日 ０ ９ ８ 餞 ８ 」 ぴ ■ Ｆ Ｓ ユ 目 ご い Ｌ Ｈ ■ Ｓ
，
Ｅ Ｈ サ 凸 や Ｕ 三 σ Ｈ Ｆ ” く ｏ ｏ Ｌ お 】 電 δ 貿 Ｘ 笙 汁 首 ９

ぶ こ 貯 Ｈ ヨ 「 Ｆ お 。 国 ” 魚 ● ３ 曰 く ０ ■ ● 炒 β 日 明 計 ε Ｐ “ 出 静 二 遼 Ｆ デ ” ■ Ｆ Ｑ

ご ｏ ｏ ● 貯 費 Ｆ 』 ぴ “ ｏ ● Ｆ ・２ い ぽ ” 魚 一 Ｆ ｏ Ч ｏ く ｏ Ｆ げ ｏ ｏ い い ｐ ‘ Ｏ Ｃ Ｈ μ Ｏ ｒ ざ 岸^ ） Ч ｏ ‘ Ｌ Ｌ ● Ｆ ユ 眸 ｒ ” 一 ” ● ヽ

８ 邑 Ｐ Ｓ 諄 ド ■ ８ 〓 庁 Ｊ Ｒ 日 ｏ ぎ 器 ８ ■

，

ｏ 日 翼 ■ ｒ Ｏ デ 器 げ ８ ●

，

ｏ 日 ８ Ｂ Ｒ

【 ″ Ｌ Ｂ Ｐ 巨 ” ゛ ● Ｏ 喘 Ｆ ” り ０ 」 び 弓 ｏ く ｏ メ 一 巨 ば ） Ｆ 」 ” ｏ も い ｏ Φ り ∽ ● ら ” Ｂ ｏ ● 一 げ Ｏ Ｐ ｏ く ｏ 魚 （ 浄 ｏ 一 ｏ 」 ヽ

ｂ あ ω Ｆ ｏ 【 再 ｏ ● ｏ ‘ い ０ ０ β 」 Ｆ ｏ り ｏ ヨ Ａ 巨 “ ∽ ¨ ７ ● Ｆ Ｈ Ｙ 習 お 贅 （ 浄 ″ ” じ ｍ ｏ 鰤 ｏ ｏ Ｈ Ｏ ｄ Ｈ 〕 げ Ｓ 一 ｒ゙ ｏ ｏ 日 ” Ｑ ェ ０ ●

ヨ ” ∽ 降 ５ ■ ” ● ｏ Ｆ ｏ Ｆ 諄 Φ り ｏ ε ヨ 一 自 ｏ 二 性 滞 日 も ュ ● ” 一 ｏ ｒ 庁 電 〓 事 Ｆ ｏ 」 ■ 諄 げ ｏ ｒ ）

８ 諄 〓 ５

，
―

Ｈ^ ｒ ” ‘ δ Φ ´ δ 島 ヽ 】 ０ ” の ０ ● け Ｐ 」 Ｆ Φ ● ■ 】 〕 ｐ ふ ０ （ 静 障 ● Ｆ け 口 ｏ 「 く ｏ Ｓ ・
ソ 「 ｏ Ｈ ● Ｑ 呂 ‘ Φ ● ” 口 ｏ Ｘ Ｑ Ｆ り ０

＾ 　́ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｎ Ｏ
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一 け ｏ 目́ こ 僣 φ 一 ” ● 魚 ‘ 目 咀 ｏ ● ｏ 」 ｏ Ｓ φ も
，
Ｈ 一 く ０ ♯ ” ｏ け ｏ 一 餞 卜 Ｓ ｐヽ 一 Ｆ Ｍ “

，
曽 栞 ） ● ｏ ● 】 ¬ ） ‘ ｏ ” ● い ０ ●

８ ● ■
，

単 ヽ ９ ‘ ｒ 讐 δ ず ｏ ｏ い
，

ｏ も 陣 Ｒ ぼ 出 Ｌ̈ り ３
，

Φ ８ 辱 日 ｏ ” ● ω Ｒ Ｐ ュ 鬱 ｐ ” 静 ５ 日

い ｏ 目 Ｐ ｏ ” Ｑ Ｆ ｏ 一 Ｆ ｇ 一 ｏ い ｏ メ ｏ ９ 路 い ” ｏ ● ０ 一 ０ 一 Ｆ Ｏ ｏ ｏ ● ９ Ｅ い ０ ０ヽ ∴ Ｆ ω ヨ δ 」 Ｈ 鮎 浄 肖 ｏ
，

も ■ δ Φ ” ● ●

μ 屋 す ０ 目 質 計 ３ Ｆ 肖 ざ 卜 ∽ ８ 諄 出 ８ ま 『 Ｐ の ８ も ａ 詳 ｏ ｐ Ｆ ８ ８ ¨ ３ 鮎 Ｆ さ ゴ 自 ”

一 ｒ ｏ 員 Ｈ ぴ ｏ 生 Ｆ 卜 ● ● ビ ．わ ０ ■ ヽ ハ 詭 だ け ５ ” ● ｇ 一 ｏ φ 一 Ｆ け ｐ 一 ヽ

∽ ｒ ｏ も ” “ い ｏ Ｐ ω ５ 魚 ｏ
，
■ ● ■ 震 日 ５ 』 詰 貯 け げ Ｂ 愴 ８ ・疵 ｏ 椰 串 ５ ■ Ｆ ） ヨ 鮫 〕 Ｆ ３ ｏ Ｌ Ｆ ” ヨ 〓 Ｆ

営 Ｌ Ｆ ■ Ｆ ３ ● ８ ６ 、 日 日 ｌ ｒ 色 灯 日 Ｐ Ｂ ｏ お ２ ギ 彗 輌 貯 Φ ｒ “ Ｒ お ８ ８ 器 ・
国 ｏ Φ お い

ざ キ ｏ 魚 詳 ｒ 】 ■ 諄 ” ∽ 日 冒 Ｒ Ｒ が ３ ｏ
，

黙 Ｈ ＆ 自 一質

〇^ ” ● く ｏ Ｓ ａ Ｆ ） ● Ч 一 Ｆ ” 一 ヽ ｏ 」 Ｆ ” ｄ δ ３ い ｏ 〓 ヽ ｏ̈ ｒ ｏ Ｈ ｏ も ｏ ” 一 ｏ ヽ ・

澤 許 器 麗 日 ＆ 嗜 営 鸞 酵 ぞ ぎ 多 ５ ● Ｈ ８ Ｆ

，
百 Ｆ ８ ８ ュ 争 Ｒ ３ ξ け ” 諄 諄 Ｈ

Ｐ “ ｏ お 畳 冒 品 Ｆ Ｅ 〓 ８ 、 ８ ８ ８ り 踏 ” さ Ｊ ふ 庁 巳 い ０ 日 ヽ 餞 Ｆ ω 一 Ｐ Ｒ 鬱 繁 Ｈ

喘 ユ ９ だ ｏ ビ ｐ Ｈ Ｐ ヽ ∞ だ ０ い ｏ ∽ Ｆ 月 ９ ヨ ” 曇 姜 〕 い い Ｓ Ｈ Ｆ 履 く ｏ げ ｏ ｏ ● Ｆ い ｏ ９ Φ Ｈ ｔ Ｆ ” ● 一 ｏ ｇ Ｓ Ｒ “ φ Ｂ Ｅ 安ヽ 出 い 、

” Ｆ Ｎ ” ぴ Ｑ 距 ビ ｐ ｒ φ “ 注 Ｆ ５ “ 汁 瞥 Φ ” も り ｏ ” 喘 ” ● Ｑ ω ２ 『 り ⊆ ３ ３ 卜 ” 一 Ｆ Ｆ 餞 く Ｌ 嗜 Φ い Ｑ 障 い ｏ ● “
ぴ “ 一 壼 あ

８ ８ 巳 品 針 ０ ま 序 ８ 喘 ｐ ８ 嗜 １ 器 〓 Ｆ お ぞ ８ ８ Ｒ 自 誅 Ｏ Ｆ ド

ロ ニ Ｆ け 】 ８ 一 日 Ｏ Ｌ Ｏ ゼ 一 Ｅ ∽ Ｌ げ Ｆ ） 降 る ｏ ８ 風 ● “ Φ
，

ご ● ■ 目 ｏ Ｆ 員 蝙 饉 ∽ 目 Ｆ け

♂ Ｅ う 路 』 ０ 品 ぎ 小 日 ｏ 許 Ｆ
，

魚 Ｓ Ｐ ｏ
，
も Ｆ ８ 」 Ｃ ８ ビ ざ り Ｒ Ч ｏ “ 調 器 ８ ３ ８ Ｐ 照 ） 餞

ｏ Ｆ 贅 ” ｏ 一 ｏ 日 選 ”̈ の Ｓ ｂ い 浄 ９ ｏ 魚 ル ● 一 ｒ ｏ Ｈ Ｑ μ 黛 出 ・員 Ｆ ざ Ｆ Ｈ ■ ｏ ｏ ｏ オ お 魚 】 ド ” 月 ヽ Ｈ ″ ｏ ● Ｓ Ｐ Ｏ ” 器

Ｆ 日 蜜 Ｆ Ｊ 「 巳 巨 “ 日 ・ 〇 ● 』 Ｅ り ∽ ● ご Ｒ 計 ４ ぽ 詳 ｏ 震 ν ヽ こ ｒ ２ お ざ Ｒ 彙 一 ロ ロ ■ ド 詳

μ 日 ５ 咀 い 巴 囀 ” ｏ 一 萬^ 守 げ ● Ｆ^ Ｆ ぼ ｏ ２ ｐ く ｏ ‘ Ｆ 肖 Ｏ ａ Ｆ ♂ ● ｐ ｕ δ ｇ あ ｏ ビ “ ｏ 【 ｄ 卜
，

Ｈ ■ ｒ ３

● Ｌ ハ 肖 ｏ ● Ｈ ｏ り ｏ ● け ” Ｌ Ｏ ● ｏ
，

● ｕ δ ‘ Ｆ ｏ Ｌ ｏ ば ● ● ｏ り ｏ だ も ｏ ● ０ 澤 Ｘ 肖 ｏ ヽ

Ｊ δ Ｓ 一 無 Ｆ ｏ ｐ ｐ ｏ ” 彎 ８
，

暉 手 Φ 【 ０ 〇 一 ビ ｐ 艶 Ｆ ” 一 ｍ ｏ 口 』 ９ 日 ” ● が ｏ ｏ ● ｏ Ｏ Ｒ あ ヽ ｏ Ｌ “̈ 】 Ｖ 営 ６ Ы 」 Ｆ ”

Ｆ ８ オ 田 週 Ｌ ］ ざ ● ｐ 餞 ユ ヨ 生 ｒ ” ｒ ｇ 讐 け ｂ ｏ 角 ８ ざ 饉 一

ｇ^ ｒ ｏ
，

単 ｒ ８ ヨ ∽ ヨ オ 単 目 ∽ 日 け き 〓 Ｅ お ∽ Ｆ ” く ｏ げ ｏ Φ ● ８ ５ ド ｏ ぼ ♂ 』 Ｆ ” ” ●

ビ ロ 一 ｏ 日 ｏ め い 」 Ｆ Ｐ 中 」 Ｈ ● 一 、

目^ わ 日 い 郎 ュ 日 ″ Φ ２ ． ３ 電 ” 序 “ ∪ 円 Ｒ ８ ● Ｅ Ｅ ）゙ ８ “ ｏ Ｆ Ｉ ． 毬 ｐ Ｆ ｌ 日 巨 ギ 吉 お ｏ

ｒ ” 案́ ψ ♂ ｏ ｏ 日 息 咽 い ｏ ” ↑ ビ
，

９ ｏ Ｏ 鮎 ヽ

ｃ ｒ ｐ 魚 （ 焉 Ч ｏ こ Ｒ 貯 ヒ ビ Ｆ Ｌ ｏ ● ヽ Ｏ ａ ｏ ９ Ｕ ぽ Ｎ ” ず ｏ Ｌ メ ヨ́ 津 貯 ｏ う ｏ 爆 当 卜 Ｊ ♂ “ ｒ ” く Φ 】 ｏ
，

Ｓ ８ 魚 Ｆ 貯 ●

一 ｏ 中 二 φ 『 再 ｏ い ｏ ● 一 ∽ け ” け ０ （ ら も ｏ ■ ８ ８ Ч Ｉ 共 ９ ９ Ｒ 颯 Ｍ Ｆ ” ェ ‘ δ り ｏ く ｇ 〓 望 “ び だ Ｆ ” く ｏ 重 凸 一 げ Ｆ ５ 〕 “ 汁 Ｐ ５

” 魚 く ” ● け ” ∞ ｏ ｏ ‘ ユ 圧 醸 ｒ Ч ｏ ‘ 】 ● ‘ ∽ 一 貯 Ｈ ５ ヨ ヽ 一 ｏ ｒ ” お び ｏ ｏ ｐ 鮮 ９ 路 ” ● ｏ ■ 沖 肖 Ｆ け ド ・
】 ぴ ｒ Ｆ ” く ｏ

３ ● ユ ７ δ 魚 」 〓 ｏ げ Φ ∽ 一 警 Ｒ 肖 い ０ 「 Ｆ げ 】 Ｌ Ｏ ｏ い Ｌ ｐ ” ↑ 貯 こ Ｆ り ｏ ● ８ い ｏ ｏ ■ ．
Ｆ ド Ｆ ヨ ”ヽ ∽ い Ｏ ｒ あ φ Ｆ げ

● ｇ ｏ ¨ Ｆ ” 一 Ｆ 口 り Ｏ ｏ ∽ ｏ ■ ド “ び “ Ｆ ” く ｏ 一 ｏ 日 ｏ Ｌ 口 由 Ｌ Ｏ 一 ” ● 魚 嗜 δ 一 ヽ ｏ Ｓ ｏ ” 口 一 Ｈ Φ ” 一 Ｌ Ｆ ω 員 Ｈ ｏ ● ユ ｏ ●

（ 焉 甲 Ｌ リ ロ Ｆ り 蛉 】 Ｉ Ｓ い ｏ ∽ ヨ ュ Ｌ 匡 Ｏ ｏ ● ゞ 】 ド も 一 ” ● ュ ヽ オ ピ δ Ｃ ｒ ）ヽ

N

し
  

ヽ

ゞ 日 ９ い 口 Ｆ ． ８ げ 鮎 ∪ 鶴 ０ さ ” φ Ｆ Φ ｌ 』 Ｆ ｏ 魚 ヨ 津 ｒ ρ Ｌ 詳 ［ ３ ｏ も り
，
Ｓ ｏ の ０ Ｆ̈ ｏ Ｈ ｏ ｏ 日 ・ ｒ ω

〕 ８ こ Ｈ Ｏ Ｇ Ｆ Ｌ Ｏ い ｏ い ＝ に ｏ ■ 目 Ｅ お い ∽ Ｌ Ｆ ｏ Φ 盤 田 ＝ ｒ 肛 自 ｏ ● い ● ‘ ● ｒ ざ デ 〕 δ 〓 ｒ β 簿 Ｈ ● ｏ 一 日 」 Ｆ 巴 巳 い ） δ Ｓ

き 【 ８ 世 き 酢 Ｈ 的 計 ８ 壁 辱 ぞ ぞ 貯 Ｌ Ｆ 器 ｏ Ｒ Ｐ 品 ぎ 一 目 ‥ 』 ｏ Ｌ ” 〓 ８ ¨ 弩 Φ ぎ ” ●

」Ｆ 勲 お 色 ∪ ♯ Ｆ ｏ ８ Ｆ 遥 い ）ヽ 贄 泣
，

〓 Ｆ ）̈ ３ ２ も は ¨ ビ ｐ Ｆ ａ ヨ 』 Ｆ ” ● ２
，

日 Ｌ Ｆ ¨ ８ ■ 曽 う ｏ

デ ｏ ● 由^ Ｆ ｗ ∽ ｏ ６ 』 Ｆ ● ● Φ ｏ 員 二 町 Ｆ ↑ Ｆ ” ｄ δ げ ｏ ｏ ● （り ９ヽ ユ Ｑ 路 い ｏ
，

Ｆ ” 饂 口 ｏ け ヽ Ｑ Ｅ ｎ づ ■ ａ ５ げ Ｏ ｏ ●

ｒ 日 ■ ず ヽ 日 ヽ Ｆ 〓 ５ ３ ｏ Ｒ 滲 絵 ３ ● Ｒ Ｌ ８ ｏ ｎ
，

ユ Φ φ

，

５ 一 ｒ ” ● ざ ● ∞ も Ｈ Φ 奉 ● ８ 角 日 囀

い ８ 日 Ｆ ” ” Ｊ ヽ ８ Ｈ ま 雰 計 ９ 雪 ｒ 虐 澪 ８ 〓 一 ぎ Ｌ ” ８ ● の Ｌ け ● ｏ 日 語 む 一 Ｆ Ｄ δ げ ｏ ｏ ●

０ 選 ■ ０ ０ ８ Ｐ Ｆ 巴 Ｆ 乱
，

■ ８ ８ ヽ ■ 漱 Ｒ ８ Ｈ ＆ ５
，

こ の オ 話 性 β 曽 邑 い ” き お 鮎

毯 ‘ 　 庁 諄 ｏ 　 串 ｒ ｏ 　 ず ｏ 目 ｏ い （ Ｌ 　 Ｅ 彙 　 び Ｌ Ｆ ” 　 ビ 臥 ● Φ 目 ｏ ● 　 ご Ч 　 Ｆ 口 ρ 饉 』 Ｌ げ
，

　 Ｃ ● 巴 巨 ９ ８ 鮎

ヨ 計 ３ Ｌ ｏ Ｌ ご お
，
り ｏ Ｐ ゼ Ｈ ３ ８ き Ｆ ぴ Ч ９ Ｑ ゝ 口 温 ・ ∪ 二 饉 選 巳 ８ Ｒ Φ お 晏 ∽ Ｒ 一

い ｏ 日 ξ ヽ ” げ ｒ Ｏ 口 ０ い ｏ ｏ ・ ソ ″ 肖 ” 目 ” Ｈ ” ∽ Ｆ ” 目 】 ｏ 魚 ｏ 」 一 Ｆ ｏ 」 ぴ ｏ Ｆ い ” ∽ Ｈ 」 Ｏ ｒ 昇 Φ
，

・ 哺 す ｏ Ч ｇ δ ヽ ｏ

● 単 目 』 ” ● 鮎 甘 ３ ・ ｏ ８ 目 ｂ ｓ ９ も ｏ ネ 日 ０ き 【 晏 き ｏ Ｆ 』 ５ 諄 浄 」 ざ Ｌ ぞ Ｒ Ｕ 民

０ ０ ● ● ０ ０ Ｓ Ｏ ● ０ 一 ［ σ ｏ ｏ ● 電 ” す Ｌ 一 ” 一 ｏ Ｈ ● Ч り Ｑ 匡 一 ｏ い Ｌ Ｉ ω Ｆ ｏ も ｏ ｏ 『 ■ ■ Ｆ 住 ｏ ● φ ‘
，

す ｏ ｏ ｏ い ｏ う ０ い Ｌ ｏ ●

Ｆ Ｆ ♂ げ ８ ８ 住 辟 ３ ヽ ぎ お ” 手 日 彙 ９ 日 一 ¨

口 Ｆ Ｎ ” げ Φ Ｆ゙ 秒 ｒ 申 る 」 ｏ Φ Ｌ ９ ８ ヨ は “ 日 ９̈ ８ ” 口 鬱 囀 ０ ≦ Ｈ て 肖 ５ 日 る ● ¨ Ч Ｏ 一 鮎 ８ オ ざ “ け ｏ

一 Ｆ ｓ Ｆ ａ ざ 超 ｏ 洋 ユ 一 ド ８ ８ ８ 長 署 Ｆ ● 卜 Φ 蔭

，
―

Ｊ ♂ ‘ 　 ” Ｌ Ｏ 　 一員 降 堕 ご 静 お ● ・
　 ］ 風 卜 　 ∪ Ｐ 只 Ｊ ゛ 　 」 Ｒ く ｏ 口 　 ｏ ● も り Ｏ φ Ｏ 　 一 Ｆ ” け ｛ 浄 る 　 ● Ｐ ｏ ９ ｏ 　 ｏ 「 Ч δ 属 Ｈ

（ ♂ Ｓ 彎 ” Ｌ ｏ り 驚 ♂ Ｓ ｏ ■ 日 ０ ビ 曽 く Ｏ Ｌ ” ｏ 」 １ ８ ■ Ｆ ” ● ” ∽ 甘 ∽ や 墜 Φ 魚 日 Φ ３ ５ ８ ● ● Φ 【 ●

ヨ ぽ 鮮 ″ Ｈ 口 鳥 ン 一 Ｆ 撃 δ ♂ Ｆ Ｆ Ｈ ｏ ど こ Ｆ 鴫 澳 こ ヽ

Ｆ ” 鮎 ヽ こ び ｏ ド ツ お

， ，

” Ｂ Ｒ ｏ

器 ● Ｌ ５ 日 Ｐ ”
，

Ｆ ｒ ｏ 日 ｐ ” 巨 ● ０ 卜
）

の Ｆ ｏ ∽ ” ヨ 〓 日 ｏ Ｓ 諄 粋 静 慇 一 げ “ 〓 駐 φ 出 魚 員 と Ｅ ｐ ” ” ● ユ ト ５ ８ Ｌ 汁 Ｅ ω
，

― ‐

′ ♂ “ ハ Ｏ Ｃ ］ ２ 日 ろ き Ｆ ” ≦ の 目 Ｐ ” ら ｏ 日 Ｐ Ｏ 」 Ｆ Φ ｏ Ｌ Ｔ 蠅 ｏ 焉 Ч ｏ Ｆ 『 ｒ ” ” 魚 卜 ● “ 餞 ご 「 も ｏ 曖 μ σ Ｆ ■ ヨ 聖 ヽ 」 Ｆ ” 一

ヨ Ｏ Ｆ 魚 ｒ 舅 お 序 お も ８ 一 日 ０ ざ ” ８ ０ 〇 一 卜 ヽ

」 ご 静 ｐ 目 φ 需 ３ 日 ． 卜 日 ０ ュ ヨ 器 ０ ゴ さ 湧 ¨ 目 』 ぼ ζ 酔 ｏ 魚 常 中 ５ 『 ■

，

“ 日 ヽ ヽ

叉 ■ ８ 降 ８ Ｒ 日 げ 腎 ＆ Ｆ Ｒ ＆ 』 一 ぞ 曽 駐 日 ８ Ｒ 蘇 魯 ）
，

∽ Ｆ ヨ ｏ Ｌ ｏ ギ ー

哺 ぎ 日 串 ５ お 囀 ぎ 野 日 旨 輌 守 ｏ 日 』 ５ 貯 ３̈ 日 ０ 日 ８ 計 Ｈ 日 ” Ч 卜 ８ ３ 絆 ま Ｒ 日 ヽ ゝ

器 ｆ 昔 Ｉ Ｐ ８ 乱 静 ｂ ｓ ¨ 毬 目 日 言 Ｒ Ｉ Ｉ ０ ８ ａ お 日 ３ ュ 諄

，
１ ３ ｏ ３ ぎ Ｆ 』

ｏ い Ч ｏ こ Ｒ “ ビ Ｈ ё ” ”
，

ｏ Φ ¨ Ч Ｏ 口 【 ０ ０ ● ０ ９ Ｆ
・ ” ● ● Ч ｏ だ 」 Ｏ Ｑ Ｅ メ 浄 ″ Ｇ い ． 堕 Ｐ と Ｆ ｒ Ｏ い 一 Ｆ ｏ Ｆ̈ Ｏ 日 ● 彎 ∽ Ｏ 出

０ 一 澤 Ｘ 籠 の 中 電 ６ 【 Φ ∽ 口 Ｑ ｐ ” ０ ハ ｏ い ｏ ゴ Ｂ 一 一 Ｆ ” ゛ “ ■ Ｏ ｒ ● 鰤 ョ ８ Ｆ Ｆ 二^ ｒ Ｐ Ｆ
，

ｏ も Ｈ ｏ ぴ ” Ｌ ｏ い ｏ ● ■́ ｒ 庁 Ｆ 」

φ ♯ 沢^ お ０ こ Ｆ ● ∞ ｏ く ｏ い い ０ ド ” く ０ ぴ Ｃ Ｌ Ｆ ∽ ｏ 」 Ｂ Ｅ Ｂ 」 ｏ く ” ぴ Ｆ ） 摯 鮮 Ｆ ２ 匡 Ｆ ｏ 〕 ” ● 無 ［ Ｆ ” 摯 】 Ｐ ９ 可 ｒ ３ ５
，

いヽ

く ０ ♯ ” ］ ド ０ ●
，

げ ｏ Ｐ 焉 ｏ Ｈ 』 Φ ］ 一 一 Ｆ ” 一 Ч ｏ “ 「́ ｏ ■ Ｏ Ｌ Ｆ Ｏ ］ ” ω 一 Ｈ ● ” ● ビ Ｐ 一 ｒ ｏ メ ミ ｏ 喘 【 “ ヨ́ す ｏ 員 】 Ｈ

ｏ ｏ Ｌ 魚 ｏ く ｏ 」 ぴ ｏ り 月 ０ “ Ｓ Ｌ ５ ２ ｏ ● 一 ｏ Ｈ ● ” Ｈ Ｈ Ｙ
´

ヽ ヽ

っ 郊 首 ｒ ” お φ Ｌ “ ｏ Ｌ き ｏ 口 ｏ 輌 仕

・ 日 ” 魚
，

日 ・
Ｈ づ Ｒ ♂ ３ イ ８ 日 づ 需 曽 Φ ● 魚 Ч ｏ 日 ∂ 陛 Ｆ Ｂ ・ 　

Ｎ

　^ ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　́ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｎ Ю
ゝ
  

ゝ
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賛 ユ Ｆ ” く ８ ３ １ ８ ぞ ８ げ ｏ 鷺 貯 貰 ド ｏ ■ Ｒ ｌ ｒ 卜 屋 ヽ ８ Ｂ Ｆ
，

お び ８ Ｐ 『 ８ 性 く ｏ 日 ■ す り

ｒ ｄ
，

■ 諄 ８ ξ ８ 日 “
，

Ｒ ピ 亀 陣 日 ｐ 彗

，

ぉ ８ ■ 日 Ч ぎ 資 ュ φ ぎ ■ げ ヽ 目

ｒ ｏ 巴 Ｆ Ｆ ” ● 鰤 Ｆ ” ｏ も け 只 ψ ω ∽ 、 　
‘

」 ξ 〓 ■ こ ■ 瞥 ８ ｏ ■ ｏ 」 魚 ω Ｆ ｏ Ｆ 祟 ユ ぞ Ｆ 静 Ｌ る Ｌ ８ 日 ヽ 臓
ュ 日 Ｆ Ｓ げ ｇ Ｆ ｒ ｗ 翼 魚 巨 日 串 ５

電 ュ 日 ０ 日 Φ 諄 ８ ８ 貯 準 ８ 一 ８ ｏ Ｈ 曽 鮎 Ｏ Ｌ 一 諄 ３ ８ ８ ビ ユ 昌 Ｆ 出 一 Ｒ Ｆ Ｈ 目 ． 巳

■ ３ ８ １ ヽ 日 〓 辱 嘔 ３ 諄 ぁ ぎ Ｆ ８ ■ 日 酔 Ｉ ョ ざ ｏ ξ ８ 諄 ぎ 晏 二 営 Ｐ 中 ｏ 日

，
３ 厳 』 ヨ Φ 』 日 ｏ ｏ ｐ ｏ 一誅 痺 当 日 Ｒ ュ ９ ８ 鰤 ♂ 嗜 ｒ 静 ｒ ” デ

，

ト ロ ９ ” ３ ８ 諄 瞥 Ｂ Ｒ 卜 ” φ

争 ｏ ８ Ｐ Ｓ ュ ｏ ● １ ド 諄 Ｆ ” 鰤 り 器 ｏ ｏ
，

■ 器 甘 Ｒ ８ ｏ ｏ
，

ご ｏ お 曼 Ｈ ９ き ヨ Ｒ ド 日 ぽ 誅

ｏ 】 城 ） Ｌ
，

ソ 』 鮎 Ｈ ｏ い ｏ い く δ ” 口 （ 漁 神 肖 ｏ い Ｌ だ 資 嗜 詰 品 ｏ 」 Ｔ ｏ 口 Ｆ 冒 Ｆ ″ Ｈ ） Ｅ Ｒ 贅 一 Ｌ ■ ツ 一 げ ５ ぬ 浄 ５ ● Ｈ 魚 ド ” お

ぎ ８ 日 ざ ６ ■

，

Ｆ ｌ 鮮 ８ ８ 賛 く 日 ８

，

２ ８ 日 兵 貯 庁 ざ お 器 Ｓ ュ 酔 Ｓ

日 営 く ｒ ｑ 目 ８ 議 Ｒ 』 静 Ｒ 二 鼻 ョ ｏ 多 諄 Ｆ 臓 日 ” ８ ｒ Ｐ ■ ｏ お ≡ ぼ ∽

い 慇 Ｌ Ｆ 日 曽 ” ■ 品 Ｆ Ｒ Ｆ ８ β ” ● 魚 ヨ ｒ 瞥 日 口 諄 選 零 闘 算 ｒ

，
３ ■

，

８ ● 出 尊 ８
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